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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・外国人観光客、特に個人客の利用が増えている。直
営の観光土産店では土産を両手に抱えて帰る客の姿も
目立つ。過去の観光ブームで国内観光客が土産をたく
さん買っていた風景を思い起こさせる。

○
商店街（代表
者）

販売量の動き ・全業種的に売上が安定し始めている様子がうかがえ
る。コロナ禍前にはまだ及ばないものの、近い数字が
出るようになっており、安どしている。

○
一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・売上は2022年比で147.1％、2021年比で214.8％、
2020年比で244.2％、コロナ禍前の2019年比で131.9％
となっている。

○
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・シニア層や外国人観光客の来店が引き続き好調に推
移している。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・外出の機会が増えていることもあり、衣料品に関す
る指標が上向いている。特にアウターや服飾小物など
の動きが良い。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・11月の来客数は前年比104％となっており、２か月
連続で伸びている。節約志向を踏まえてポイント付与
企画を行っていることがプラスとなっている。

○
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・値上がりする商品数が減少していること、販売点数
が以前よりも回復に向かっていること、来客数が前年
並みであることなどから、景気は回復基調にある。

○
スーパー（従業
員）

単価の動き ・物価高の影響もあって客単価が上昇している。

○
自動車備品販売
店（店長）

単価の動き ・客の購買単価が上昇している。客は廉価品よりも質
の良い商品を購入する傾向がみられる。

○
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・少しずつではあるが、来客数が増えつつある。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・一部ではあるが、海外団体旅行が復活している。国
内団体旅行も、沖縄、関西、九州を中心にコロナ禍前
の2019年と同等の水準まで販売量が回復している。

○

タクシー運転手 来客数の動き ・当社における11月のタクシーの売上は前年から12％
の増加であった。日勤で前年から約16％の増加、夜勤
で前年から約10％の増加であった。前年よりも乗務員
が減り、タクシーの稼働も低下していることから、稼
働状況を考慮すると、値上げした効果以上に売上が伸
びている。

○
タクシー運転手 販売量の動き ・冬季に入り、自転車を使用できなくなるなど、移動

手段が限定されることもあって、タクシー利用に若干
の増加がみられる。

□
一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・11月に入り客先からの受注量が落ち込んでいる。例
年11月はそうした傾向がみられるが、今年は例年より
も落ち込み幅が大きくなっている。

□
百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・円安や物価高などの影響で、客の消費意欲が余り高
いとはいえない状況が続いている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・商品の値上げの動きが落ち着き、商品単価の上昇に
伴う売上増加も落ち着きつつある。来客数も維持でき
ており、引き続き前年以上の売上となっている。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・飲料や食料品など、目的買いの商品購入がほとんど
であり、買上点数に伸びがみられない。おせちやクリ
マスケーキなどの予約商材も例年と比べて低調であ
る。しばらくはこうした傾向が続くことになる。

□

衣料品専門店
（エリア担当）

来客数の動き ・11月は北海道としては気温が高く、降雪も少ない状
況だった。これまでは必要な商品は買う傾向にあった
が、冬らしくない気候が続いたことで冬物の動きが相
当鈍くなっている。

□
家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・エアコン、省エネ型給湯器など、省エネにつながる
ような商品の販売が好調であった。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・販売量の動きに鈍さがみられる。車は高額商品とな
るため、個人需要については落ち着いた動きとなって
いる。法人需要についても、年末や年度末を控えて企
業が資金調達に慎重となるタイミングであることから
低調である。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・サービス利用客が増えており、サービス部門の利益
は確保できているものの、車の販売については、夏場
の落ち込みがみられた後も落ち込んだままであり、現
状も計画の８割を下回っている。車の納期がやや早く
なっていることはプラスだが、全体的にみると厳しい
状況にある。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・ボーナスの支給額が微増することが見込まれるが、
物価の上昇幅を大きく上回るわけではないため、現状
維持が続いている。

□
住関連専門店
（役員）

販売量の動き ・前年からの減少幅が３か月前と同じような水準で推
移している。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

単価の動き ・燃料油価格激変緩和対策事業による取引価格への影
響が不透明で、翌週の仕入価格が上昇するのか下降す
るのか、見極めができず、販売価格の設定が困難な状
況となっている。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・10月よりも売上がやや減りそうだが、水準としては
ほぼ変わらない。11月は遅い時間帯の予約が少なく、
予約のない客の来店も少なかったため、少ないスタッ
フで店を回すことができ、時短営業を行える日も多
かった。また、落ち着いた料理提供ができたことで、
客やスタッフの雰囲気も良かった。地方の飲食店につ
いては、繁盛店でも混んでいるのは早い時間帯だけで
あり、夜は早じまいする店も多い。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数が伸びている状況は変わっていないものの、
日による繁閑の差が大きくなっている。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・11月の状況は、９月や10月とほとんど変わらない。
今後の景気が良くなるかは分からないが、今のところ
は現状維持で推移している。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・販売量については、可もなく不可もなく安定してい
るが、見込みを下回っている。

□

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・秋口の旅行需要は、北海道発の修学旅行需要が回復
していることもあって、好調を維持している。航空需
要全体でみると、コロナ禍前のほぼ100％に回復して
いるが、ビジネス需要の喪失分を旅行や生活需要でカ
バーする傾向が継続しており、景気動向としては夏季
繁忙期と同様の状況にある。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・販売量が鈍化傾向にある。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・日中の利用客数に変化はみられない。夜間も飲食店

帰りの客の利用に変化がみられない。観光客の利用は
減少している。

□

タクシー運転手 販売量の動き ・コロナ禍前と比べると、８割以上の水準に回復しつ
つある。ただし、これから冬に向かい、利用が落ち込
むことが懸念されるため、今後の動向を注視してい
る。

□
通信会社（エリ
ア担当）

それ以外 ・通信キャリアの方針が変わっていないため、景気も
変わっていない。

□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・分譲マンションのモデルルームを訪れる客の多く
は、マンションを購入する意志が強く、購入したい部
屋を具体的に決めていることも多い。商談に要する時
間も比較的短い。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・建築コストが高止まりしていることもあって、消費
者の購入マインドが頭打ちとなっている。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・物価高の影響で客の財布のひもが固くなっている。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客から景気が良くないとの話を聞くことが多い。

▲

一般小売店［土
産］（経営者）

単価の動き ・全体的な値上げ傾向が続くなか、土産品においても
前年から10％程度の値上げが行われている。一方、売
上の増加幅は10％前後となっていることから、値上げ
分を加味すると、ほぼ前年並みである。ただし、客１
人当たりの購買点数は減っているため、若干ではある
が、買い控えが発生し始めている様子もうかがえる。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

▲
一般小売店（経
営者）

来客数の動き ・業界全体的に通じることだが、来客数がとにかく少
ない。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・数か月程と比べると、客の来店回数が減っており、
来客数に落ち込みがみられるようになっている。ただ
し、客単価は上昇している。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・物価が高騰している一方で、実質賃金が目に見えて
減少していることから、買い控えがみられる。

▲
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・冬物商材の最盛期を迎える時期だが、冬物商材の動
きがとても悪い。成人式関連の商材に対する客の反応
も鈍く、毎月の売れ筋が崩れてしまっている。

▲
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・暖房関連商材の販売台数が伸びてこない。

▲
乗用車販売店
（経営者）

競争相手の様子 ・新型車効果がみられないなど、受注状況に弱さがみ
られ、前年を大きく下回っている。競合店の状況をみ
ても同様である。

▲

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車が発売されたにもかかわらず、３か月前と比
べて受注量が減少している。メーカーの生産状況が回
復し、受注残の車両が入庫してきたことで売上は増え
ているが、数か月先の売上の見通しは厳しくなりそう
である。

▲

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

それ以外 ・９月に入っても30度近い気温の日が続き、11月に
入っても雨の日が多いなど、異常気象と思えるような
天候のため、客足が鈍化している。特に高齢者がメイ
ンターゲットとなる商売にとっては影響が大きい。

▲

その他専門店
［造花］（店
長）

お客様の様子 ・引き続き厳しい状況ではあるものの、開店や開業な
どによる仕事の依頼が増えている。ただし、定期受注
につながるような内容ではないため、一時的な仕事で
終わることが懸念される。

▲

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・全国旅行支援が終了したことで11月以降の来客数と
予約数が落ち込んでいる。特に地方の観光地では都市
部と比べて影響が大きい。また、地方空港ではグラン
ドハンドリングの人手が不足していることで、海外便
が希望どおりに就航できず、インバウンドの回復が大
幅に遅れている。そのことが現在の集客不足に拍車を
掛けている。

▲

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・物価高の影響が顕著にみられ始めている。客１組当
たりの旅行単価が上がり続けている一方で、来客数は
全体的に減少している。全国旅行支援が終了したこと
で、これまでの旅行需要の反動減もみられている。

▲
タクシー運転手 販売量の動き ・昼間の利用客は堅調に推移しているが、夜間の飲食

店帰りの利用客が好転してこない。コロナ禍での消費
者の行動が定着してしまったようである。

▲

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・販売促進費が10月と横ばいであるにもかかわらず、
通信端末の販売量、ポイントサービスの加入数のいず
れも大幅に減少している。北海道の減少幅は全国都道
府県のなかでも目立つものとなっている。来客数の減
少が大きな要因であるが、その理由については現在調
べているところである。

▲
通信会社（エリ
ア担当）

それ以外 ・通信キャリアの政策が影響して景気はやや悪くなっ
ている。

▲

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・必要な物やサービスにしか金を使わない雰囲気が顕
著に表れている。技術売上は何とか前年並みの水準を
保っているが、関連商品の売上は前年から30％程度の
減少となっている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・物価の上昇やガソリン価格の高騰が影響して、他の
ことを我慢しなければならないとの話を客から聞くこ
とが増えた。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・時期的に天候の悪化する日が多く、欠航が増えてい
る。観光客も減っていることから、全体的な輸送量が
減少している。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

×

商店街（代表
者）

来客数の動き ・夜型飲食店は持ち直しているものの、忘年会シーズ
ンにはまだ早いため、目立った売上アップは確認でき
ていない。日中は、商店街区域内のバス停の乗降来客
数や駐車場の利用者数が少なくなっている。暖房費の
支出増加を懸念して、外出を控える傾向が強まってい
るためと考えられる。カラオケなど、若年層向けの遊
興施設についても、冬休み前とあって顕著な利用の増
加は確認できない。

×

スーパー（店
長）

販売量の動き ・現在の物価高の影響は大きく、景気は悪くなってい
る。政府が検討している１人当たり40000円の定額減
税についても、１日当たりでは110円弱にとどまるこ
とから、効果を余り期待できない。

×

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・住宅業界においては、建売住宅の売行きがとても悪
く、住宅会社が相当在庫を抱えている。今後、在庫が
さばける見通しが立っていないこともマイナスであ
る。

◎
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・11月の販売量は前年比マイナス13％であったが、３
か月前の８月の販売量は前年比マイナス37％であった
ことから、景気は良くなっている。

◎
通信業（営業担
当）

それ以外 ・半導体製造企業の進出を受けて、当社及び周辺にお
いて、関連の問合せや案件が増加している。景況感の
改善が強く感じられる。

○
農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・若干ではあるが、青果物の輸出がようやく動き始め
た。

○

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・道内各地の初雪が平年より遅いこともあって、これ
まで降雪による目立った影響はみられていない。ま
た、ここに来て、建設の追加工事が立て続けに決まっ
たこともあり、完成工事高、利益共に、年度計画達成
が確実となった。

○

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・売上の前年比をみると、10月まで４％弱の伸びで
あったものが、11月は５％強の伸びとなっている。

○

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は着実に増加している。ただし、受注単価が
課題となっている。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注量は３か月前と変わらない状況にある。

□

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・トレーラー輸送について、一般雑貨に動きがやや出
始めているものの、紙パルプ、生乳に引き続き弱さが
みられている。10月に各種商品の販売価格が値上げさ
れた影響もあって、輸送台数は前年を１割下回った。
年内はこうした傾向が続くものとみられる。

□
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・物流全般において、取扱量が伸びていない。特に輸
入貨物については、円安が影響して毎月の前年割れと
なっているなど、厳しい状況が続いている。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・インバウンドを始め、観光客数が回復傾向にあるこ
とから、観光関連業種の業況は改善している。輸入物
価指数が前年比マイナスで推移していることで、企業
物価指数の伸び率は鈍化しているものの、依然として
企業からは物価高に伴う原価上昇や人件費増加による
収益悪化を危惧する声が聞こえてくる。

□
広告代理店（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・11月は広告費への影響が余りみられない月であっ
た。

□

司法書士 取引先の様子 ・新規の住宅着工は建築費の値上がりにより停滞して
いる。住宅取得を諦める客が多く、代わりに賃貸の新
築マンション需要が増えている。余り期待の持てない
状況が続いており、今後の景気回復は政府の政策次第
の面がある。

□

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

競争相手の様子 ・この１年ほど、どこの同業他社も人手不足の状況が
続いており、受注量を増やせない状態にある。

□
その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・売上について、数か月前の予測をやや上回る状況が
みられる。ただし、全体的な取扱量は減っており、前
年の売上を下回っている。

企業
動向
関連

(北海道)
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▲
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・新設住宅着工戸数について、前年を下回る状況が続
いている。見積件数も減少している。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・建設費が高騰していることで、建設中止や延期の案
件が増えている。それに伴って、設計案件も少なく
なっている。

▲

司法書士 取引先の様子 ・建築業及び不動産業の取引先については、冬季に入
ることもあって、例年と同様に取引量が減っていく傾
向がみられる。一方、価格を抑えた建売住宅などは、
これまで取引量が堅調に推移していたが、最近になっ
て減少傾向に転じている。

× － － －
◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人企業数は３か月前と比べて減少しているもの
の、全体的な求人数は堅調に増えている。求職者数も
底堅く推移している。求人企業における求職者との面
接が３か月前と比べて３割増えるなど、企業における
人材ニーズの高さがうかがえる。職種については、営
業系のニーズが高く、企業が売上増加を狙って、人員
体制を整えている状況がうかがえる。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求職者数の動き ・中途採用市場において、求職者数が減少傾向にある
ことから、決定率が低下している。その結果、求人数
がますます減少するという悪影響が生じている。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・業種を問わず求人件数が減少している。観光客が増
えているにもかかわらず、宿泊業や飲食業の求人件数
が減少しており、これまで堅調だった建設業も鈍化し
ている。人件費の高騰や物価高の影響が大きいとみら
れる。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・10月の新規求職者数は前年から4.1％の減少となっ
たが、有効求職者数は前年から0.6％の増加とほぼ横
ばいで推移している。一方、新規求人数は前年から
9.0％の減少と９か月連続での減少となったものの、
業況堅調な企業からは引き続き安定した求人数が公開
されている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・当地における10月の有効求人倍率は0.91倍であり、
３か月前との比較では0.01ポイント上回った。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・業種を問わず、求人数は３か月前と同等の水準又は
微減で推移している。

▲

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・５月中旬から、アルバイトやパートの求人申込が例
年と比べて大幅に減少しており、今もその傾向が続い
ている。求職者においては、超短期のバイト、隙間時
間でできるバイトが大人気となっている。

▲
職業安定所（職
員）

それ以外 ・物価の上昇と実質賃金の低下が続いているなか、冬
季を迎えて暖房費の支出が増加しており、景気が上向
く要素が見当たらない。

× ＊ ＊ ＊

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・２～３か月前までは物価高の影響で客が余りにも少
ない状況だったが、物価高に慣れたのか諦めたのか分
からないが、客が少しずつ戻っている。

○
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・人が動き始めており、来客数が前年同月比120％に
なっている。観光客の来店もかなり多くなっている。

○
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

単価の動き ・来客数は減っているが、客単価が前年よりも２～
３％良くなっている。

○

一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・インテリア関係ではカーテンやじゅうたんなどの買
換え需要が多く、寝具関係ではこたつ布団の注文が多
くなっている。寒さに備え準備をする様子がみられ
る。

○
一般小売店［雑
貨］（経営者）

来客数の動き ・物価上昇に伴い販売促進費も上昇していることか
ら、チラシをまく頻度を減らした。しかし、売上は多
少減ったものの来客数は前年と変わらない。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・商品価格の上昇で客単価が上がっている。来客数と
売上も好調を維持している。

雇用
関連

(北海道)

家計
動向
関連

(東北)
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○
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・寒さが増してきた影響か、ようやく買上客数が前年
並みに戻っている。

○
家電量販店（従
業員）

単価の動き ・客がインフレに慣れてきたため、景気不安が薄らい
でいる。新築需要や観光需要などの高まりが景気を押
し上げている。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・水害による特需はなくなったものの、個人客の販売
量が少し戻っている。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・安定的に配車量が増えており、収益が上向いてい
る。

○

乗用車販売店
（店長）

単価の動き ・新車の納車に伴って中古車の在庫が順調に増加して
いるため、販売台数も増加傾向にある。特に高額車、
輸入車の中古取引が好調で、店頭に並ぶとすぐ売れる
状況である。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・10月後半から土日祝日を中心に混み合う日が増えて
いる。また、レストランウェディングやパーティーな
どの申込みも多少増えており、やや好転している。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・11月は３人から５人の少人数の集まりがかなり多
い。また、新型コロナウイルス感染症発生前のような
大人数ではないものの、宴会もかなり多くなってい
る。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宴席の人数が増えている。収容人数にほぼ近い人数
が会場に入るなどの動きがある。立食需要も増えてい
る。

○
タクシー運転手 単価の動き ・観光需要の増加に加え、年末準備や週末の買い出し

が増えており、長距離客が増加している。それにより
客単価が増えている。

○

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・雪が降る前に新築住宅を完成させるため、この時期
は新築住宅での放送サービスの申込みが増加傾向にあ
る。また、通信サービスも集合住宅の一括導入を中心
に加入数を伸ばしている。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・国内旅行者の回復は微々たるものだが、インバウン
ドの回復が目覚ましい。来客数が大変多く、景気は良
くなっている。

○
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

販売量の動き ・好調を維持している。売上は５年前を超えて過去最
高まで回復している。

○
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・建設工事の景気が良い状態が続いており工事価格が
高騰しているため、客からは景気が後退してから建設
をしたいという話が数件出ている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の影響はなくなっている
ものの、原材料等の値上がりにより物価高の傾向にあ
り、景気は横ばいの状態にある。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・年末へ向かっているのに商戦が盛り上がらない。

□

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・客先からは、来客数はかなり戻りつつあるが、値上
げの影響からか客単価がなかなか伸びないという話を
聞く。客先の状況をみると、ターゲットが県外旅行者
やインバウンドの店と、地元客の店とで売上格差が広
がっている。全体的には横ばいの状態である。

□

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・ここに来て気温も下がり、季節商材のマフラーなど
防寒雑貨が好調である。食料品については価格上昇に
対して消費者は厳しい目で見ている。特に年末年始の
おせちなどは購入を迷っている客も多く、買い控えが
みられる。

□
百貨店（従業
員）

販売量の動き ・前年比の売上が３か月前と同様の推移となってい
る。

□

スーパー（経営
者）

単価の動き ・１品単価は前年比107％となっている。価格転嫁が
続いているため高い水準で推移している。来客数はや
や前年を割っており、買上点数も前年比でみると良く
ない。低価格品の買上点数は上がっているが、売上は
前年と変わらず、全体的にほぼ変わっていない。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・１品単価の伸びは変わっていないが、買上点数が回
復している。割引、値引き品の需要が高いため利益率
は低い。客単価は上がっている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が減っている。
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□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は若干伸びている。売上は前年を上回ってい
るものの、値上げの影響によるものであり、景気は良
くも悪くもない。

□
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・販売量は少々減っているが、値上げ等により売上は
前年並みに推移している。

□

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・商品の値上がりにより自己防衛を意識する客が増え
ているため、特売構成比が高い傾向が続いている。ま
た、精肉であればひき肉や小間切れなどベーシックな
商品の購入が多くなっており、都市部よりも郡部でそ
の傾向がみられる。

□
スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・来客数は前年比97.3％と前年割れが続いている。買
上率も97.5％と前年を割っている。

□
スーパー（商品
担当）

単価の動き ・物価の上昇が続き、平均単価の上昇で売上増加の傾
向にある。しかし、販売数量は前年を下回る状況が続
いている。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・売上は前年比10％前後の伸びが続いているが、来客
数は１％と伸びが大分鈍くなっている。また、買上点
数も２ポイントマイナスになっている。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数微減により、売上は前年割れの状況である。
客単価はほぼ横ばいで推移している。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・人の動きは良くなっているが、来客数が増えない。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・気温や天候要因による来客数の増減はあるものの、
さほど変わっていない。

□
コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・景気が悪い状況は３か月前と変わらない。コロナ禍
で悪くなったまま元に戻らず、その状況に慣れてし
まっているのではないか。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・お歳暮の受注が順調である。法人関係では防寒衣料
の売上が順調だが、仕入価格の上昇で利益の減少が顕
著である。

□

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・寒くなってきたため常連客は冬物の購入に気持ちが
向いているが、新規客が増えない。価格帯が高めの商
品を扱っているため、買物ができる層とできない層が
はっきりしている。景気は相変わらず良くない。

□
衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・ブラックフライデーなどセールを仕掛けないと購入
につながらない客層が増えている。ここに来て、一層
お買い得に買物をしたいという客が増えている。

□
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・来客数は前年比90％、売上は同95％である。客単価
は前年比105％だが買上点数が伸びているわけではな
く、商品の単価が上がっているためである。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車の受注販売は伸びずにいたが、前年からの受注
残の納期が少しずつ早まり、売上は確保できている。
しかし、景気は変わっていない。

□
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・受注量は伸びていない。

□

住関連専門店
（インテリア
コーディネー
ター）

販売量の動き ・客は興味を示すものの販売にはつながらない。同じ
物品なら量販店で購入するなど、インテリアに掛ける
金をかなり切り詰めている。

□
その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・物価高の影響で客の財布のひもが固い。複数の店舗
を見てから購入する人が増えている。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・燃料油の販売数量は増加傾向にあるが、販売価格の
高止まりが続いているため、洗車やタイヤといった他
の商材の販売につながっていない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・今月の買上客数は2018年比95％であり、３か月前の
同93％とほぼ変わらない状況である。主にファッショ
ン雑貨の店舗では同80％台で不振が続いている。通常
であれば気候が変われば消費は伸びるが、客は吟味し
て購入する傾向が強くなっている。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症が収まり、来客数は好調
である。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・気温が高かったせいか紅葉が例年より遅れたため、
売上が少し増加している。

□
観光型旅館（ス
タッフ）

単価の動き ・客単価は３か月前よりも下がっている。
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□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・国内旅行、海外旅行の個人、団体共に３か月前と比
較しても大幅な伸びはなく、ほぼ変わらない状況が続
いている。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・東北の宿泊販売は下期のボリュームが小さいことか
ら下降傾向であるものの、2019年の販売量は上回って
推移している。

□

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・３か月前と変わらない。しかし、この先については
旅行業は閑散期に入ることに加え、海外は円安や燃油
サーチャージの影響により販売が鈍くなる可能性が高
いという懸念がある。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・風雨の日が多い季節になったこともあり、通院や買
物に行くための利用客が増えている。また、コンサー
ト会場とホテル間の移動に利用する客もみられる。人
が外に出ている。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・前月同様景況感に変化はない。消費者は必要な商品
のみ購入している。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の分類が５類感染症に移
行した後に売上が伸びている業種があるものの、全般
的にみると景気は変わっていない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に変化はみられない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・物価、燃料費等が高止まりしており、現状維持が精
一杯とみている。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・景気は低迷したまま変わっていない。物価高が続い
ているため、少しずつ悪くなる懸念がある。

□
遊園地（経営
者）

来客数の動き ・天候が比較的穏やかだったため来客数は順調に推移
し、ほぼ前年並みとなっている。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・再来店率は前年比96％から97％で推移している。

□
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・戸建て住宅は企画プランや建売の受注を確保できて
いるが客単価が低い。個人投資の盛り上がりにより賃
貸マンションの受注は悪くない。

□

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・住宅設備機器は、気温の低下に伴い暖房設備の温水
ルームヒーター交換、石油暖房器具の買換えが増えて
いる。リフォームは、助成制度活用期間が終了したこ
とで工事が急減している。

□
その他住宅［住
宅展示場運営会
社］（従業員）

来客数の動き ・来場組数に変化はない。

▲
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・売上は、月の前半はやや良かったが後半は悪い日が
続いている。前年、例年のいずれと比べても悪くなっ
ている。

▲
百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・行動制限緩和以降、上昇トレンドが継続していた来
客数が、今期初めて前年を割り込んでいる。

▲

百貨店（催事担
当）

単価の動き ・婦人ファッション関連商品や化粧品などは堅調に動
いているものの、食品や日用品を中心に買上単価、買
上点数が減少している。食品や光熱費等、物価高騰の
影響により生活防衛意識が高まっているとみている。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・客の来店頻度、客単価共に下がっている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・気温の低下に伴い買上点数が減少している。前年比
でみても減少しており、家計の引締めが始まっている
ことが強くうかがえる。

▲

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・使える金がないためか、最近イライラしている客が
多い。金を持っている客も見受けられ、格差が拡大し
ている感じがある。単価は少し下がり気味だが、来客
数はそれほど下がっていない。

▲

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・気温が高めのため防寒衣料が出遅れている。また、
10月はイベントが多く、それに伴ってニーズがあった
が、11月はイベントが少なく、少し厳しい状況にあ
る。

▲
衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・ビジネス衣料に関しても、購入決定理由が品質より
も価格優先になっている。

▲

家電量販店（従
業員）

来客数の動き ・燃料費高騰の影響で省エネ家電への買換えが進み、
商品単価は上昇傾向にあるが、来客数は全体的に減少
傾向にある。暖房商品が必要な時期に入っても来客数
が増えず、販売量も増えていない。景気はやや悪く
なっている。
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▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・買換え目的の来客数が減っており、販売数が減少し
ている。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

お客様の様子 ・補修に掛かる費用を抑えているため、動きが悪い。

▲

その他専門店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・９月、10月も良くはなかったが、飲食店、店頭販売
のいずれも悪くなっている。飲食の機会は増えている
が、店は人手不足で対応できず、客も出費を抑える様
子がみられる。

▲

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（経
営者）

販売量の動き ・気温も下がってきたが、期待していた防寒着の動き
はまだない。サービス業、観光業、飲食店等、全般的
に制服に動きが出てきているが、まだ様子見のところ
や余裕がなくて制服まで手が回らないところもある。

▲
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・物価高の影響で客の財布のひもが固くなっている。
また、人手不足の影響で客室の稼働制限を掛けている
ため、来客数は減っている。

▲
競艇場（職員） 単価の動き ・来場者は常連客が大半を占めており、客単価は下

がっている。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・物価高により客の財布のひもは非常に固くなってい
る。夕方の値引き商品を目指してくる客が増加してい
る。

×

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は昼と夜の時間帯はそれなりだが、朝が大分
悪い。これまで朝の時間帯に来ていた建設関係の人た
ちの動きが少ないことが売上の低下につながっている
とみている。

×
コンビニ（経営
者）

それ以外 ・光熱費が下がらないまま最低賃金が上がり、経営が
非常に厳しい。さらに、今月から除雪代の支払が始
まっているため、赤字の店舗が増えている。

×
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・法人、組合などの会合や家族の祝い事での予約や来
店が軒並み減っている。客からは生活費が上がり過ぎ
ているという話を聞く。

◎ － － －

○

食料品製造業
（製造担当）

受注量や販売量
の動き

・前年の全国旅行支援による特需をカバーできるか懸
念していたが、インバウンドや団体客等の集客で飲食
店は好調を維持している。出歩いて買物するように
なったため、売上の流れは通販から実店舗に変わって
いる。

○
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・以前より引き合いがあった設備の売上増加に加え、
急ぎ案件の受注もあり、当月は動きが活発になってい
る。

○
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・受注は堅調に推移している。工期内の完工を目指し
工事は忙しい時期を迎えている。

○

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・前月に引き続きカップ麺の動きが良い。気温も下が
り季節商材の動きも良くなっている。

□
農林水産業（従
業者）

受注量や販売量
の動き

・りんごの販売が始まったが、おおむね想定の範囲内
の受注量である。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量の前年割れが続いている。景気がやや悪い状
況に変わりはない。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・選挙関連の仕事等は増えているが、広告収入は厳し
い状況である。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ペーパーレス化の進展による受注量の減少を、価格
転嫁など販売価格を上げることで補っており、売上は
横ばいを維持している。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・商談件数は徐々に増えているが、なかなか決定には
至らず、受注量は３か月前と変わっていない。

□
電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・半導体関連顧客において、設備投資計画の後ろ倒し
が継続しており、回復の見込みがない。

□
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・資材高騰が続いているため、受注に結び付かないこ
とが多い。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年の１月から10月まで毎月の売上が前年を下回る
状況が続いている。物の動きが非常に悪くなってい
る。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの影響
で客の反応は消極的になっている。

企業
動向
関連

(東北)
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□

広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・広告業界の業績は３か月前と変わらず、前年比やや
マイナスで推移している。イベント関連、娯楽施設の
広告出稿は好調だが、各種値上げやエネルギー価格の
高騰が販売促進費を押し下げる要因となっている。

□

公認会計士 取引先の様子 ・顧客の月次、決算状況から判断している。小売、
サービス業は改善傾向が続いており、売上、利益共に
増加傾向にある。製造業は部品不足等の影響を受けて
いるＩＣ関連業種の売上が上がらない。建設関係は一
定の業績を確保している顧客が多く、全体としてはや
や良い状況である。

□
コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・景気に変化はないが、インボイス制度や電子帳簿保
存法対策の商談が増えている。

□
その他企業［企
画業］（経営
者）

それ以外 ・当地の宿泊施設ではコロナ禍明けの忘年会需要に期
待していたが、週末や休日の予約数は平年並みである
ものの、平日は足踏みがみられるとのことである。

▲
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・米の販売代金が農業団体から入金されたが、猛暑の
影響により２等米比率が高く、売上が減少している。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・お歳暮商戦がスタートしたが、余り動きが良くな
い。物価上昇の影響による買い控えの傾向が強くなっ
ているのではないか。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・顧客によって景気に差はあるが、受注量が伸びな
い。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・目立った大きな受注が獲得できていない。

▲

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・地場の一般消費動向は夏祭り以降の勢いはないもの
の堅調である。ホタテやナマコの中国向け輸出の停
止、サバの記録的不良等水産関連が１次・２次・３次
産業共に影響を受けている。企業の設備投資も資材や
原料の価格高騰の推移を注視しており、まだ様子見の
状況である。

▲

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・原価高の状況が変わらないなか、大手小売業では食
品価格の値下げが始まっており、中小小売業が対抗で
きず、格差が広がりつつある。しかし、大手でも値下
げ分をカバーできるほど来客数が増えるわけではな
く、手探りの状況が続いている。

×
窯業・土石製品
製造業（職員）

受注量や販売量
の動き

・官需、民需共に発注工事が低調で、需要は落ち込ん
でいる。

◎ － － －

○

人材派遣会社
（経営者）

周辺企業の様子 ・11月は研修の実施や問合せが非常に多くなってい
る。景気が悪いと真っ先に削減される教育研修費に金
を掛けているということは、ビジネスが順調とみてい
る。サービス業、飲食業、総合卸売業、農機具のメー
カー・販売企業などからの問合せが増えている。

○
アウトソーシン
グ企業（経営
者）

それ以外 ・来年度に向けて値上げ交渉ができている。

○
新聞社［求人広
告］（経営者）

周辺企業の様子 ・インバウンド需要が増えている。

○

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・10月の新規求人数は前年同月比で28.9％増加してお
り、３か月前比でも30.6％増加している。飲食業では
客足の戻りが本格化し、広範囲に展開する飲食店や小
規模店舗の募集が目立っている。介護福祉の現場から
は、団塊世代が75歳以上となる「2025年問題」に対応
するため募集するという話を聞く。また、派遣業に伸
びがみられる。派遣先の多くは製造業であり、直接雇
用を控えて派遣労働者を受け入れながら様子をみてい
ることがうかがえる。

□

新聞社［求人広
告］（経営者）

それ以外 ・求人広告に限らず、ほとんどの広告需要に変化がな
く、マスコミ業界全体が停滞している。従来であれば
経済が活発化すればそれなりに広告需要が増えるが、
現時点では波及していない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・広告申込みの動きが鈍く、売上も前年割れとなって
いる。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・人手不足を背景に求人数が多くなっており、雇用条
件の改善傾向も続いている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・原材料価格やエネルギー価格の高騰が企業収益を圧
迫していることに加え、人件費も上昇していることか
ら、求人数が伸びていない。

雇用
関連

(東北)
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□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の減少が続いている。

□
民間職業紹介機
関（職員）

雇用形態の様子 ・求人数が１～２か月前とさほど変わっていない。

□
学校［専門学
校］

採用者数の動き ・当校への求人数や求人内容に変化はない。

▲
人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・大手企業を中心に採用を抑える動きが見え始めてい
るが、まだ市況が悪くなるというところまではいって
いない。地場企業は引き続き採用が活発である。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・今月は求人数の前年比が低下傾向にある。

▲
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・規模は小さいが、事業廃止や規模縮小による離職者
が散見される。

× ＊ ＊ ＊

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
百貨店（店長） 販売量の動き ・来客数は微増だが、11月に入り、売上金額の増加傾

向が顕著になっている。

◎

一般レストラン
［居酒屋］（経
営者）

お客様の様子 ・近況は変わらず、少人数での来客が多く、年末の宴
会予約も週末に偏りがある。滞在時間も徐々に長く
なってきて、２次会としての来店も増えてきているた
め、活気が戻っている。

◎

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・宿泊部門はデスティネーションキャンペーンの影響
やインバウンド、海外からのビジネス利用等の増加に
より、高単価で推移している。宴会部門も婚礼や大人
数の会合があり、2019年を超える売上となっている。

◎
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・強いて言えば温暖化の影響か、通常なら11月で伸び
悩むところが、12月まで順調に推移している。

○
一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・お歳暮の販売が始まったので、幾らか良くなってい
る。

○
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・販売量は前年比98％で推移しているものの、販売単
価は103％と上がっている。セット販売等のお陰か客
単価が上昇傾向にある。

○
百貨店（店長） 販売量の動き ・ここ３か月は売上、来客数共に、前年を上回ってい

る。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・受注残で遅延していた車両の登録ができる状況にな
り、登録車両が増えている。

○

その他飲食
［ファースト
フード］（経営
者）

単価の動き ・当店はテイクアウト商材を中心に販売しているが、
この時期、レシート割引を実施しており、売上自体は
良くなるものの、利益率が少し下がっている。リピー
ターを確保して、年末年始の客の囲い込みをしてい
る。

○

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（総務）

単価の動き ・給食事業においては、多数のクライアントより、４
月の新年度から取引条件の見直し（単価、業務委託費
の増加）を受け入れてもらっている。10月からの最低
賃金の引上げに伴い、人件費が上がっているが、トー
タルで収益面の改善がみられるようになっている。

○
旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・天候の関係で、冬の到来が遅れており、今月下旬ま
でにぎわいが続いていた。外国人観光客の来訪者数も
順調に伸びているようにみられる。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・良くなってきていたが、物価高の影響が出始めてい
るようで、旅行代金の上限を決める客が増え始めてい
る。

○
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・猛暑や台風など異常気象が続いていたが、暖かく外
出しやすい日も多くなってきたため、来園者数も安定
している。

○

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・問合せが来るようになっている。やはり新型コロナ
ウイルスの感染状況が落ち着いたことにより、以前か
ら計画していたことを実現しようとする動きが始まっ
ている。

家計
動向
関連

(北関東)
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□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・郊外の大型店舗や道の駅は活況を呈しているのとは
裏腹に、商店街はゴーストタウン化している。商店街
のイベントも経費の高騰と人材不足で四苦八苦してい
るのが現状で、当店も同様である。客は無駄な買物を
控え、物価上昇に備えている。イベントに参加して楽
しんでいるだけなのは以前と変わらない。

□

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・10月に引き続き今月も、新型コロナウイルス感染症
発生前に匹敵する販売量となっている。ただし、人手
不足による売上機会の損失があったため、新型コロナ
ウイルス感染症発生前と比較した売上達成度は、10月
よりは良くない。３か月前と比べて売上達成度は変わ
らず、長期的視点に立てば、上向き傾向といえる。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・気温の低下に伴い、アパレル関連の動きがみられる
ものの、トータルでは横ばいである。おせちやお歳暮
の受注が始まったが、初動は厳しい状況である。景況
改善には至らない。

□
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・前月並みの来客数、売上で推移している。

□

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・前月からの販売推移でみると、今月は６ポイント
アップしている。金額では前年比107％と伸びてい
る。要因は急激な冬の到来や気温の乱高下で、季節商
材が伸びて全体をけん引したことである。構成比の大
きいところでは、洗濯機が115％と好調である。

□
家電量販店（営
業担当）

お客様の様子 ・来客数は前年比95％前後で推移している。購入商
品、価格に関しては時間を掛けて検討する客が多い。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車中古車販売は少し上向いてきたようだが、車検
整備等のサービス部門が技術者不足で売上が伸び悩ん
でおり、厳しい。

□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・先行きが不透明であるため、金額にシビアな状況は
変わらない。

□

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・来客数等は変わらないが、今月はやや販売量が良
かった。客のムードが少し高まりつつある。消費税や
各種増税の噂があるが、そういうことに関係なく安心
してお金が使えるムードがあればよい。特に悪い条件
も良い条件もない。

□
住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・年末に向かっているものの、相変わらず客の動向は
買い控えが継続している。

□

住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・人の動きの活発さは感じるが、個人消費、特に生活
品への消費意欲は停滞したままである。価格訴求には
反応するが、通常期は必要最低限の購入に抑えられ、
来店頻度の微減傾向も変わらない。

□
一般レストラン
［居酒屋］（経
営者）

来客数の動き ・年末の忘年会等も控えているためか、体感だが若干
動きが鈍いように感じている。予約がない日のフリー
客の動きが弱い。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・コロナ禍では、外出と新型コロナウイルスの感染状
況と深く関係していた。最近は、感染症等が流行した
からといって客が減るという感じはない。冬になって
も極端に来客数が減ることはないと予想している。

□

旅行代理店（営
業担当）

来客数の動き ・３か月前の夏休みと現在の紅葉シーズンを比較して
も、来客数に大きな変化はみられない。シーズンの波
動が小さくなったのか、若しくは行動パターンが変化
したのであろうか。

□
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・11月に入ってから、全体的に動きが余り良くなく、
前年同月と比べて横ばいである。

□
通信会社（社
員）

単価の動き ・家計の見直しで、加入サービスの解約が増えてい
る。より安価な他社サービスへの乗換えやサービス自
体の取りやめが見受けられる。

□
通信会社（営業
担当）

単価の動き ・いまだに物価高が続き、節約志向にある。

□
美容室（経営
者）

販売量の動き ・年末が近づきながらも景気に変化はないと感じてい
る。良い状態が長続きせず、このところ世論は内閣へ
の厳しい評価もある。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・日本よりも人口が３割少ないドイツにＧＤＰで追い
抜かれ、内閣支持率は危機的に低い。思い切った経済
対策はいつ始まるのだろうか。
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□

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

単価の動き ・材料費、運賃等の部材関係の値上げ分と、社員の臨
時昇給分が価格転嫁できないため、採算性に影響して
いる。加えて人材不足と求人難のダブルパンチであ
る。来店客の大多数から消費に非積極性を感じてい
る。今年の初めから回復の兆しはみえないままであ
る。

□
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・ニーズに合った商材や土地には人気が集まるが、そ
ういう物件がないため、こう着状態である。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年比で売上は100％、来客数は98％、客単価は
102％で推移している。10月までは前年を少し超えて
いたが、当店の100メートル手前で道路工事が始ま
り、交通規制により交通量の減少の影響を受けてい
る。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ランチタイムは変わらないが、ディナーの来客が
減っている。新型コロナウイルス感染症対策で慣れて
しまったのか、仕事終わりに友人と食事をする機会が
減っているようである。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・９月に初乗り運賃が値上げされたにもかかわらず、
売上は10％ほど落ちている。今までは、初乗り運賃は
２キロメートルまで740円だったが、改正後は1.1キロ
メートルで500円と、値上がりしているようで500円か
ら600円の近距離乗車が増えていることもある。電車
から人が降りてきても送迎車が多く、タクシーの利用
客はいない。

▲
通信会社（総務
担当）

単価の動き ・前月比で来客数は１割増加、売上は１割減少となっ
ており、需要はあるものの、価格を見て帰る客が一定
数いる。

▲
通信会社（局
長）

それ以外 ・円安や物価高がなかなか収まらず、下がってこな
い。

▲
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・競合ゴルフ場との価格競争が再発してきたようであ
る。

▲
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・最近、店舗や貸事務所等の撤収がちらほら増えてい
る。店舗関係は相変わらず進展がなく、全体として閉
鎖が目立っている。

▲

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（営
業）

販売量の動き ・内窓等のリフォーム補助金が予算額に達する見込み
だが、駆け込み需要は圧倒的に少ない。

×
一般小売店［家
電］（経営者）

来客数の動き ・本当に必要な物以外は購入を控えていると客も話し
ている。

×

スーパー（商品
部担当）

競争相手の様子 ・商圏内に同業他社の新規出店の影響が出ており、前
年比85％と苦戦している。買上点数や客単価等の影響
はなく、来客数の減少イコール前年比での減少となっ
ている。

×

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・当店の客は高齢者が多く、年金生活者が８～９割く
らいだが、全くといってよいほど来店していない。当
店だけでなく街にも出てきていない。コロナ禍がずっ
と続いてきたため、本当にひどい状況である。

×
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・いまだにボーナスも、新型コロナウイルス感染症発
生前の水準に戻っていない。

×
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・若者や高齢者世帯等は、食費で生活費を切り詰めて
いる。ここまでの円安を放置しているのは異常ではな
いか。

×
ゴルフ練習場
（経営者）

来客数の動き ・物価上昇に伴い、消費者が慎重になっている。

◎ － － －

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・以前の予想よりも、受注量が増えている。売上、受
注金額もかなり増えてきている。

○
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・３か月前と比べて、この１～２か月は、かなり受注
量等が回復している。

○
輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の生産が安定してきているので、計画どおり
に受注も安定してきている。

○
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・一部製造業においては受注量が増えており、全体的
に取引先の様子が良好である。

企業
動向
関連

(北関東)
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□
窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・上半期は多少は売上実績を増やすことができたが、
なかなか良い景気を迎えることはできない。

□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・親会社やその他の工場の様子をみると、それぞれ
皆、状況はいろいろと違うので、何とも言えず、分か
らない。

□

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車業界向けの仕事は堅調だが、ロボット業界向
けの仕事は内示より大幅に落ち込んでいる。業種や会
社ごとに好不調が明確に分かれている状況で、トータ
ルでは大きな変化はない。

□

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・10月に入って、暖房器具、石油ストーブ、ヒー
ター、こたつ、電気カーペットやエアコン、カセット
コンロ、カセットガス、季節物として冬物寝具等は前
年並みの物量を確保している。ただし、燃料価格の高
騰や車両不足によるコスト高もあり、利益は薄くなっ
ている。

□

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・事務所ビルの空きテナントでも、駅前にある立地の
良い建物は、退去があっても２～３か月ですぐに埋ま
ることはある。一方、駅からの利便性が悪いビルでは
空室が埋まることはなく、全体では良くも悪くも横ば
いである。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・広告出稿の依頼件数は相変わらず低い状況にある。

□

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・まだら模様の地域経済は変わらず、個別では好不調
の両極に偏った状況がうかがえる。このところ、コロ
ナ禍が話題にされなくなっているなかで、一時的に業
績が上向いた企業も落ち着きを見せ、逆に落ち込んで
いたところも、その後は目立った深刻さは薄れてい
る。個人消費の基調は意外と堅調だと思われる。

□
司法書士 受注量や販売量

の動き
・地方なので、やや良くなっているというところまで
はなかなか行かないが、少しずつ良くなっていること
は確かで、周囲を見ても感じている。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・消費回復に一服感が出ている。国内も海外も混迷し

ており、回復も頭打ちの感じがする。

□
その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先からの商談や納入の件数、金額のいずれも増
加しており、受注件数と金額も増加傾向にある。

▲ ＊ ＊ ＊

×
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・物価高の影響もあるのか、市場経済も思わしくない
なかで、我々製造業も取引先全社からの受注が減って
おり、気掛かりである。

×
建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事主体で売上の95％を占めている。今期の公
共工事は前年とほぼ同額だが、全体的には前年の９％
減少と厳しい数字である｡

◎ － － －

○
人材派遣会社
（管理担当）

求人数の動き ・サービス業の求人が増加したため、やや良くなって
いる。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・ここにきて、ガソリンや灯油の価格は落ち着き、幾
分下がっている。ただし、生鮮食料品、穀物等は出来
が悪く、不作な物もあれば、大量に生産できた物もあ
る。購買力はやや鈍い。秋冬物についても天候の変動
があるため、出足が悪い。住宅関連では増改築、新築
等がやや目立っている。今後に多少、期待している。

□

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人数に大きな動きはないが、求職者が仕事を探す
際の条件として、完全在宅勤務を必須条件にあげる方
が増えており、企業側とのニーズにずれが生じてい
る。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の前年同月比が、減少と増加を繰り返し
ている。

□

学校［専門学
校］（副校長）

それ以外 ・保護者の状況をみると、賃金が上がっている家庭も
あれば、厳しい状況のままで授業料の延納希望をする
家庭も出ている。総合的にみて、良しあしが共にある
ため、変わっていない。

▲ ＊ ＊ ＊

雇用

関連

(北関東)
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× ＊ ＊ ＊

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・客単価が前年比で向上している（東京都）。

◎

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・リニューアルを行い、一気に売上が伸びた昨秋と比
較しても遜色のない売上となっている。特に、セール
時の反応が良い。全体的に商材が値上げされているこ
とへの反動とみている。

◎

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス終息後、ケータリングの仕事が
かなり増えており、忙しくて手が回らないような状態
である。コロナ禍では一切なかったケータリングが、
この１～２か月で急に増えてきている。その分の売上
が伸びて、良くなっている。

◎

その他飲食［カ
フェ］（経営
者）

販売量の動き ・飲料用の豆の卸は新規店舗の開店ラッシュにより上
向いている。小売卸に加え、観光地店舗は観光客、都
内店舗はインバウンドの影響により上向きである。た
だし、ＥＣサイト販売は下降している（東京都）。

◎
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前年比150％以上で推移している（東京都）。

○
一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・同業他社の閉店により、当店に仕事が流れてきて、
微増となっている。業界自体が低迷しているため、そ
のような状況になっている。

○
一般小売店［祭
用品］（経営
者）

販売量の動き ・自治会等からの受注が増えている。

○

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・週末を中心に、近隣でのイベントが多く開催される
ようになってきて、当店への来客数も増加している。
これにより売上、レジ客数共に増加している。来街す
る外国人観光客も多くなってきており、当店でも客単
価を引き上げている（東京都）。

○
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・今年は温暖化の影響か、11月になっても気温が20度
の日もあり、暖かかったことで外出機会が増え、その
分、来客数が前年より多い。

○

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・冬物コートの反応が良い。暖冬の影響はあるもの
の、前年購入を見送った客や気温差による影響で、購
入意欲が高い。メンズ、レディース共に２けたの増加
率で推移している（東京都）。

○
百貨店（財務担
当）

販売量の動き ・インバウンドの拡大が景気を押し上げている（東京
都）。

○
百貨店（企画宣
伝担当）

来客数の動き ・気温の低下に伴い、衣料品の動きが活発化してい
る。

○

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・単価は依然として上がり続けており、販売量並びに
来客数が減少という構図は変わらないものの、来客
数、販売点数の減少幅はやや縮小してきている。した
がって、トータルすると売上並びに利益が若干上向い
ている（東京都）。

○
スーパー（ネッ
ト宅配担当）

販売量の動き ・値上げによる単価の上昇はあるが、販売量が増えて
きている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・経営する３店いずれも売上が良くなっている（東京
都）。

○
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・単価が上がっているが、商材の値上がりによるもの
が多い。

○

家電量販店（経
営企画担当）

販売量の動き ・11月前半の売上は、節約志向の動きが目立ち前年割
れの水準だったが、月後半から気温が下がったことが
要因なのか、季節商材を含め耐久消費財の動きが改善
し、前年を上回る水準となっている。インバウンドが
けん引している一方で、国内消費は前年を割っている
（東京都）。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車販売が少し鈍化しているが、サービス売上は順
調に推移している。

○
乗用車販売店
（店長代行）

販売量の動き ・数車種が発表される予定で、発表前から問合せが多
数ある。販売に期待が持てそうである（東京都）。

○
乗用車販売店
（営業担当）

それ以外 ・車の納期が若干早まってきたので、乗換えの話をも
らうようになっている（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)
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○
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・やや販売量が増えてきたような気がする。

○
その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・年末が近づき、客の消費意欲も上がってきている
が、原価が高く利益にはつながっていない（東京
都）。

○
高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・11月単月では、2019年比で売上112.3％、来客数
87.3％となっている。前月と比べて来客数の回復が顕
著である（東京都）。

○
高級レストラン
（役員）

お客様の様子 ・年末に向かい、予約数も伸び、予約内容も大型化の
傾向にある。総額も増加している（東京都）。

○
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響で少し定着したの
か、テイクアウトが微増している（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・七五三等の家族の集まりなどで、週末は店が大変に
ぎやかになっている。単価の高い酒なども出ているよ
うで、客も高級志向になっている様子が少し感じられ
る（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客は生活基盤が多様であるため、十把一絡げにはで
きないという前提に立った上で、好調な輸出企業や大
企業に勤める人は可処分所得が多いとみられるため、
消費をちゅうちょしないだろうが、そうでない人々は
財布のひもが固い。明らかに格差が拡大している。

○

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症発生前の例年と比べ、忘
年会の開始時期が早まっており、11月から６名から８
名の予約が多数入っている。12月の予約も早まってお
り、景気回復を感じている（東京都）。

○

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

販売量の動き ・委託手数料の上方改定による収益改善に加え、忘年
会シーズン突入により宴会売上が上乗せされつつある
ことから、業績は前年比で若干改善傾向にある（東京
都）。

○

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症が収束し迎える初めての
年末ということで、客の戻りが非常に良くなってい
る。特に、近隣の大型コンベンション施設でのイベン
トがかなり増えており、宿泊が戻ってきている。ま
た、宴会関係も新型コロナウイルス感染症発生前の９
割程度までは戻っている。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・観光やイベントのトップシーズンということもある
が、宿泊や宴会については好調に推移しており、３か
月前と比べても更に販売量が増えている。宴会につい
ては2019年の新型コロナウイルス感染症発生前の水準
に回復している。宿泊も高単価販売ができており、や
や明るい兆しがみえ始めている。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・周辺ホテルの客室販売単価が上昇傾向にある。稼働
率重視というよりは、単価を上げて利益率を確保する
流れになっている。

○

タクシー運転手 それ以外 ・昨今タクシー不足が騒がれているが、都内では24時
間足りないわけではない。時間帯や場所によっては新
型コロナウイルス感染症発生前と比べればやや少ない
ようだが、問題はない。売上も順調に伸びている。毎
日が忙しい（東京都）。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・11月20日の運賃改定により、少し売上が上がってい
る。昼間は以前同様利用があるが、夜から深夜は一気
に利用が減る。この状況はここ数か月変わらない。金
曜、土曜だけは深夜の利用が良いので助かっている。

○

通信会社（社
員）

来客数の動き ・天候が安定して暖かく、人流が活発になり、飲食、
物販共に活況である。物価高にはまだ過敏な状態とは
いえ、遊興や購買意欲は盛んな様子がうかがえる（東
京都）。

○
通信会社（管理
担当）

お客様の様子 ・ＤＸ推進、電子帳簿保存法などの法整備に伴う需要
がある（東京都）。

○
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客からの問合せがやや増加傾向にある。ボーナス支
給前ということもあり、年末に向けて少し期待したい
（東京都）。

○
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・ゴルフにとっては過ごしやすい気候が続いており、
集客も順調である。３か月前の真夏と比較すると来客
数が10％程度増加している。
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○

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（支配
人）

来客数の動き ・数か月間同じ状況が続いており、特に変わりはない
（東京都）。

○

その他レジャー
施設［総合］
（経営企画担
当）

単価の動き ・ホテル部門では引き続きインバウンドが堅調で、宿
泊単価が上昇傾向にある。また、飲食や宴会ニーズも
旺盛であり、忘年会や新年会シーズンに向けて期待が
持てる（東京都）。

○

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・当社では行政の入札による仕事が約７割を占めてい
る。９月、10月は当社最高となる件数の契約をもら
い、こなしていけるかどうか分からないという、うれ
しい悲鳴のなかで頑張っている。しかし、周辺では余
りそのような感じはない。行政の仕事は良いが、民間
の仕事は非常に落ち込んでいるので、何とかしなけれ
ばという気持ちで頑張っているのかもしれない。

○

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・当社は不動産デベロッパー業と総合建設業である。
都内に販売するためのホテルを５棟持っており、３年
半くらい全く売れなかったのが、最近２棟を販売する
ことができた。インバウンドもかなり戻ってきてお
り、今後に期待している。建設業の方は原価が高止ま
りしており、スムーズな受注につながらない。民間工
事、公共工事共にそうである。

□

商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱は、コロナ禍明け景気が落
ち着いてきて、思った以上に伸びない。アパレルは今
年の異常気象の影響を大きく受けて、秋物商材の状況
は厳しいと聞いている。イベントへのレスポンスはコ
ロナ禍明けの勢いはない（東京都）。

□
一般小売店［家
電］（経理担
当）

お客様の様子 ・エアコンは動いている。テレビも動き出している
が、品薄状態である。工事や細かい修理などは忙し
い。

□
一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・やはり景気は良くない。来客数も非常に少なく、今
のところ良くなる要素がない。この先も横ばいではな
いか（東京都）。

□
一般小売店［米
穀］（経営者）

来客数の動き ・客の行動や購入の仕方等から考えると、変わらない
傾向である（東京都）。

□

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・今月は、外商の方はある程度案件数が多かったが、
店頭に関しては来客数がやや減っている。例年この時
期は寒くなって、カレンダーや手帳といった季節商材
が大量に出るが、今年の11月は暖かく、まだ季節感が
出て年末という感覚になっていないのか、売行きが余
り良くない。

□
一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・毎年11月に行うイベントでは、来客数、売上共に減
少したが、今月を通して見ると、売上は前年並みと
なっている。

□

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・販売数は相変わらず現状止まりである。イベントで
の販売もしており、確かに以前と比べて客は増えてい
るが、肝心の売上は伸びていない。もうかっていない
からか、イベント対応も残業扱いではなく、代休を取
るよういわれている（東京都）。

□
一般小売店［書
店］（営業担
当）

販売量の動き ・年度末に向け受注が増加する時期ではあるが、円安
の影響が大きく、販売量が抑えられている状態が続い
ている（東京都）。

□

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・お歳暮、おせち商戦が中盤に差し掛かっている。今
年は年末年始に海外旅行に行く客も多く、買上点数は
微減しており、客層も前年とは変化している。インバ
ウンドが引き続き好調で、韓国、タイや欧米からの客
が多く、来客数、売上共に新型コロナウイルス感染症
発生前を上回る動きとなっている（東京都）。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・気温が低下したことにより、コート、アウターに動
きが出て、婦人服を中心に衣料品が好調に推移してい
る。宝飾等、高額品も一部動きを見せているものの、
販売数の落ち込みもあり、全体ではマイナスとなって
いる。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・寒暖差はあるものの落ち着いた天候のなかで、引き
続き紳士、婦人共にファッション関連商材の動きが良
く、客の消費行動は堅調に推移している。お歳暮商戦
も良くも悪くもないといった感じで、全体的な基調と
しては横ばいで推移している（東京都）。
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□

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・インバウンドは拡大傾向にある。国内消費も好調
だった前年と比べると伸びは緩やかになっているが、
依然として高付加価値商材へのニーズは底堅く推移し
ている。一方で、気温の影響かマス向けの冬物商材の
動きがやや鈍く、トータルでは横ばいとなっている
（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・売上は好調な伸びが続いている。暖かい日が続き来
客数も順調に伸びている。食料品では購買客数は減少
しているものの、客単価の上昇により売上が伸長して
いる状態が継続している（東京都）。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・インバウンドの影響を受けにくいショッピングセン
ターを担当しているが、今年の春より前年比110％程
度でやや好調に推移している（東京都）。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・引き続きインバウンド需要が堅調である。国内需要
も底堅いが、特に大きく変わった内容はない（東京
都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・最高気温が20度を下回るようになり、伸び悩んでい
たコート、ブルゾン、マフラー等の冬物衣料が本格的
に動き出し、商品単価も上がり、売上増加に貢献して
いる（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・３か月前は、一般消費に著しい伸びがみられていた
が、今はやや落ち着いている。代わりにインバウンド
消費が目立っている。クリスマスケーキ、おせちなど
の予約状況はやや苦戦している（東京都）。

□

百貨店（店長） お客様の様子 ・アパレルは気温の低下とともに動き出し、食料品は
必要な物を購入しているため、単価上昇との相乗効果
で売上は順調に推移しているが、エステやマッサージ
などプラスアルファの支出にはシビアであるため、結
果として全体では景気の上向き感はない。

□
スーパー（経営
者）

販売量の動き ・値上げが一巡して、客の方も大分価格に慣れてきた
ので、何となく戻ってきている感じがしている。

□
スーパー（経営
者）

販売量の動き ・１品単価の上昇に伴い、買上点数の減少や買い控え
の傾向が見受けられる。

□

スーパー（店
長）

それ以外 ・来客数は前年並みに推移しており、客単価も前年以
上に上がっているものの、買上点数が減少している。
売上としては前年を超えているが、客は特に頻度品を
中心に価格を見ながら購入している。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数、単価は前年を超えているものの、買上点数
の前年割れが続いている（東京都）。

□
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・客は安くなっている商材を中心に買物をしている。

□

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・ここ数か月、来客数が前年を上回ることはない反
面、商品価格の値上がりにより、１人当たりの客単価
は微増が続いている。客が特売日や特定のお買い得日
に買い回りする様子がうかがわれ、特に頻度品につい
ては価格に敏感に反応する様子である。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・天候が安定したこともあり、来客数、売上共にほぼ
変化はなく、現状維持である。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・20度を超える日が続き、例年の秋より気温が高めで
推移していることから、飲料を中心とした販売が好調
で、売上が底上げされている（東京都）。

□

コンビニ（従業
員）

来客数の動き ・ここ最近の来客数の動きに特に変わった様子はな
く、増えても減ってもいない。大きな経済動向もなけ
れば、客の様子も変わらない。生活に必要な物を必要
な分だけ購入していく。

□
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・客は必要なものしか買わず、低価格帯の客について
は厳しい状況で、売出しの効果が出ない。平均以上の
価格帯の客は健在で変わらず購入している。

□

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・呉服や和装カジュアル事業は、夏の浴衣が好調に推
移し、来客数が前年比1.7倍に伸びたものの、９月よ
り低迷している。マーケットにおけるリユースやレン
タル志向が影響していることに加え、可処分所得が伸
びていないことにより、買い控えをしているものとみ
られる。一方、ドレス事業は、マーケットの需要回復
により伸長しており、インバウンドも全国的に散見で
きる（東京都）。
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□
衣料品専門店
（役員）

販売量の動き ・11月も気温が高く、冬物衣料の売行きが鈍かった。
月末近くになってようやく平年並みの販売量に戻った
ものの、単価は上がらない。

□
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・気温が下がると暖房関連商材が動くことと来客数が
増えるために活気は出るが、景況感が良くなっている
わけではない。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・値上がりは少し収まってきたが、まだ来客数は少な
い。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売が余り芳
しくない。客の来場は大分あるが、なかなか成約に結
び付いていない。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型車の発表があったが、まだ納期に時間が掛かる
ため、売上には影響しない。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・全体をみると例年と変わりない。販売台数がもう少
し伸びると予想していたが、伸びが足りない。

□

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・新車の売行きについては、半導体が安定してきたの
で、受注残がはけているが、かといって販売台数が大
きく増えているわけでもない。売行きの割には来客数
が少なく、来店しても保留する客が多い。そのような
ことから、景気は余り変わらない（東京都）。

□
乗用車販売店
（営業）

販売量の動き ・販売できる車種が限られているためである。

□
その他専門店
［貴金属］（統
括）

来客数の動き ・最近数か月、訪日外国人は増加傾向にあるが、来店
につながることもなく、身の回りの景気に直接的な変
化はない（東京都）。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・外国人客を中心に景気が良いが、国内需要は厳しい
（東京都）。

□
高級レストラン
（仕入担当）

来客数の動き ・来客数の動きは2019年比で見た場合、多くが好調に
推移している反面、原材料の価格高騰が続いているこ
とが懸念材料である（東京都）。

□
高級レストラン
（経理担当）

単価の動き ・客単価は３か月前と比べておおむね同水準であり、
変わらない（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・３か月前と比べて、客の様子をみていても余り代わ
り映えしない。特段単価が良くなっているわけでもな
い。客から余り窮屈な感じは受けていないし、財布の
ひもも結構緩い。

□

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・ずっと上向いているかは分からないが、売上をみて
いると、単価が上がってきており、売上も前年やここ
数か月と比べて良くなっている。前月比では余り変化
がない（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・この数か月を比べると、若干来客数が少なくなった
ような気がする（東京都）。

□
旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・電話の問合せや来客数からみて、大分数が増えてき
たようで、幾らか景気が上がってきている。

□
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・例年のサイクルで間もなく繁忙期が終わり、閑散期
に入っていく。変化はない。

□
旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・数字を見ながら、決算を見ながらという会社が増え
ている（東京都）。

□
旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・前年と同じ相場感で来店し、金額が違っていること
に驚き、旅行代金の上昇を実感する年配客が多い。

□
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・前月に引き続き小口の注文が続き、明るい見通しが
続いている（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・様々な物価上昇の影響で、月額費用の支出をできる
だけ抑えたいという客が増加している。

□
通信会社（局
長）

販売量の動き ・全体的には前年同月比でやや伸長しているものの、
逆に解約が増えているため、売上的には余り変わらな
い（東京都）。

□
通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・当月の案件数や受注数に変化はない。年末が控えて
いることもあり、動きが少し鈍っている（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・景気の影響なのか、娯楽に対する費用を客が見直す
傾向にある（東京都）。

□
通信会社（経理
担当）

単価の動き ・インターネット接続サービスは売れるが、それ以外
は、客が契約しているサービスを徐々に減らしている
ため、売上が落ちている。

□
通信会社（経営
企画担当）

販売量の動き ・前月と変わらない（東京都）。
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□
パチンコ店（経
営者）

単価の動き ・実質賃金が上がらないためなのか、先行きの経済不
安からか、客単価が今一つ上がってこない状態が続い
ている。

□

競輪場（職員） 販売量の動き ・売上、客単価を底上げできるようなキャンペーンを
行ったが、微増にとどまっている。1.5倍くらいの伸
びを期待していたが、そこにも至らず、まだ現場感覚
としては厳しい。

□

その他レジャー
施設［複合文化
施設］（財務担
当）

来客数の動き ・値上げは一巡したが、高止まりしたままである。ク
リスマスケーキなどが前年と比べて値上がりしている
（東京都）。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・暮れに向かって来客数が幾らか増えるのではない
か。

□
その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・３か月前もさほど景気は良くなかったが、今月も変
わらず良くない。客の様子も新たな購買に結び付かな
い。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・今のところ、新しい案件の話は具体的に入ってきて
いない。

□
設計事務所（経
営者）

それ以外 ・３か月前と比較しても業務量に変化はなく、外注費
も含めたコストも横ばいで推移している。

□
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・コロナ禍以降、仕事の動きが変わってきているよう
で、大型物件は動いているが、小さな物件はほとんど
動きがない（東京都）。

□
設計事務所（職
員）

それ以外 ・どちらかといえば下向きと思うが、売上や発注状況
など、数値的には明確な根拠はない（東京都）。

□
その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・一時期の建築資材の需要低迷を抜け出し、一旦は例
年程度の受注量を維持できる状況になっている（東京
都）。

▲

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・入店した客でも、非常に考え方は慎重で、結論を出
して契約をするまで時間が掛かっている。また、契約
した物についても、慎重に選んでおり、できるだけ
リーズナブルな価格の商材にシフトしているような気
がする。

▲

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・少し動きが良くなったかと思っていたが、ここにき
てまた商材が入ってこなくなっている。例えば、ケー
ブル等が滞っているという話を聞いて見積りをやり直
したりするなど、現場が止まってしまうような状況が
発生している（東京都）。

▲
一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今月は来客数が減っている。平日は特に少ない。

▲
一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・オーバーツーリズムという現象なのか、出掛ける人
が多くなり、地元での消費が少し減速しているように
感じる。

▲
一般小売店
［傘］（店長）

来客数の動き ・来客数が大きく減っている。

▲

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・前月は一時的に数字が落ち込み心配したが、今月は
若干戻した感がある。ただし、３か月前と比較した場
合の伸び率は５％程度低下している。11月はお歳暮の
受注が増加する時期であり、大型店舗の閉店により来
客数、売上共に伸びているものの、予想より動きが鈍
い。インバウンドは堅調で、アジア系の旅行者が多
く、化粧品等の動きが良い（東京都）。

▲

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・前月、気温の影響で動きの鈍かった冬物商材の回復
を期待していたものの、マイナスを取り返すまでには
至っていない。また、今月から始まったお歳暮ギフト
も動きが鈍く、物価上昇の影響も大きいようである。

▲
百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・物価高による影響を受けている（東京都）。

▲
百貨店（管理担
当）

来客数の動き ・11月からお歳暮ギフトがスタートしたが、来客数、
販売額共に前年を下回っている（東京都）。

▲

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・改装した１店舗が非常に高い数字を上げているた
め、数字上はそれほど変わらないが、他の店舗が余り
良くない。全体としては３か月前より若干落ちてい
る。

▲
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・競合店ができた影響がかなり大きく、少々マイナス
が出ている（東京都）。
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▲

スーパー（店
員）

来客数の動き ・客の流れは、特売日やポイントデーなどには集中す
るものの、それ以外は減ってしまい、まだ節約志向が
みられる。また、必要以上の物は買わない（東京
都）。

▲
スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・年末の消費に備えて節約志向が高まっているよう
で、必要な物だけを購入するため販売点数が落ち込ん
でいる。

▲
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・来客数は前年比103％と多少伸びているが、客単価
が大きく割っている。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・絶対数として販売量が落ちている。来客数も当然落
ちている。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・当社はコンビニエンスストアを数店舗経営してい
る。物価が上昇し、商材の価格も上がっているため、
客単価は上がっているが、来客数は逆に前年同月比で
３％程度落ちている。

▲

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・来客数が前年比90％程度になっている。客単価は前
年より若干アップしているものの、全体の売上アップ
にはつながっていない。総合的に景気はやや悪くなっ
ている。

▲
コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・上向きに思えた景気だったが、天候不順も重なり、
明らかに消費が落ち込んでいる（東京都）。

▲
衣料品専門店
（従業員）

お客様の様子 ・物価の上昇などで家計の負担が増えていることか
ら、客の反応が余り良くない。

▲
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・来客数が良くない。

▲
住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・賃金もまだ上がらず、景気も良くならず、皆が消費
を控えている。

▲
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・客の購買点数が明らかに落ちている。ただし、単価
は上がっているため、売上は購買点数ほど落ちてはい
ない。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（団体役
員）

販売量の動き ・ガソリン代等が高いイメージがあるためか、定額、
定量給油が増えている（東京都）。

▲
旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・全国旅行支援が終了し、申込みが減ってきている
（東京都）。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・今年の夏は非常に暑かったため、３か月前は客の動
きがかなりあり、利用が多かった。秋になり、気温が
落ち着いたこともあり、３か月前と比べたら今月は悪
くなっている（東京都）。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・昼間営業しているが、特別上向いてはいない。むし

ろ午前中などは夏場に比べて落ち着いている（東京
都）。

▲

タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・人出は相変わらずなく、乗客はほとんどいない。タ
クシーの稼働も増えてきていて、夏場のような車両不
足にはなっていない。11月20日に運賃改定があったの
で、繁忙期がどうなるか分からない。

▲
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・商談案件はあるが、検討中が続いており、受注まで
至っていない状況が続いている（東京都）。

▲
ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・来客数が前年同月比92％と良くない。

▲

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・今年の夏は、入場者数が減っても仕方がないほど酷
暑の期間が長かったが、夏が終わっても、平日の高齢
者利用が回復していない。ゴルフに戻ってこないの
は、コロナ禍が終わり、旅行など別の行楽を楽しむ
人、その逆にエネルギー価格や物価の上昇等でゴルフ
を控えざるを得ない人、両方の原因があるのではない
か。

▲

ゴルフ場（経理
担当）

来客数の動き ・11月に入り、季節要因から稼働率は高止まりが続い
ている。来場の中心は会員であり、プレー費が高額な
ビジターは落ち込んでいる。物価上昇から生活防衛を
意識する動きも見られ、レストランにおいては高価格
帯商材の販売低迷の傾向がみられる。肥料薬剤は円安
等の影響で価格が高止まりしており、水道光熱費を始
め営業費用の全般的な高騰が続いているが、固定費の
回収は容易ではない。
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▲

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（従業
員）

単価の動き ・夜の客に変化はないが、土日祝日のファミリー層の
単価が下がってきている（東京都）。

▲
その他レジャー
施設［映画］
（営業担当）

来客数の動き ・売れる物と売れない物との２極化が激しくなってき
ており、商売としてのリスクが高くなっている（東京
都）。

▲
設計事務所（所
長）

単価の動き ・物価の上昇により建築等の設計をしにくくなってい
る。建築資材の値上がりがなかなか止まらず、工事発
注が決まらない状況である。

▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前と比べて受注量が落ちている。

▲
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・当社の扱っている新築売りアパートへの客の反響が
少ない。地価の高止まり、建築コストの上昇で利回り
が下がっていることも影響している。

×
一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

お客様の様子 ・人件費、原材料、水道光熱費等の上昇分を価格に転
嫁できない。

×
一般小売店［生
花］（店員）

販売量の動き ・３か月前の７～８月頃はお盆やお彼岸があったので
まだ良かったが、11月は何もないため、本当に厳しい
（東京都）。

×

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約50％となり、３か月前
と比べても約33％落ちてしまい、過去最低の販売量を
更新し、悪くなっている。こどもエコすまい支援事業
の補助金申請額が予算上限に達したため受付終了にな
り、客もしばらく様子見という気持ちになってしまっ
ているのではないか。

◎ ＊ ＊ ＊

○
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大口の注文が続けて入り、売上が伸びているが、店
頭での売上は低いままである。

○
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量は例年同時期と比べると減っているものの、
３か月前よりは増えている（東京都）。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・円安の影響で輸出が徐々に活発になってきたこと
と、設備機器のリニューアル特需で、受注が増えてき
ている（東京都）。

○
輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

取引先の様子 ・自動車メーカーは受注残を減らすべく増産を続けて
おり、好調である。

○
不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・インバウンド観光客が増えており、ホテルの宿泊需
要は順調に推移する（東京都）。

○
不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・コロナ禍で賃料減額要請に応じていた店舗テナント
に、ようやく減額前の賃料水準に戻すことに応じても
らえるようになった（東京都）。

○

税理士 取引先の様子 ・旅行で羽田空港へ行った際の人出の多さに新型コロ
ナウイルス感染症発生前のにぎわいを感じた。沖縄へ
の旅だったが、建設中の大型商業施設では、開業前の
従業員の獲得に早くも取り掛かり、時給2000円から募
集を行っている。近隣の業者も従業員の安定のため賃
上げをする必要を実感しているとのことである。

○
その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・例年以上にイベント警備等が増えて、売上が増加し
ている。

○
その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

それ以外 ・外国人観光客の増加でどこに行っても人が多く、景
気の下支えになる（東京都）。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・受注率は多少なりとも動きがあるように感じるが、
まだ本格的ではなく、動きは鈍い。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・円安による化粧品容器の国内生産回帰の話は聞かれ
るようになったが、まだ具現化にはハードルが高く、
売上は一進一退である。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先において、当社が得意とする分野の発注計画
がないので景気は変わらないが、当社の事業内容と全
く関連のない周辺企業は忙しそうである。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量の多い会社と少ない会社が混在している状況
に変わりはないが、全体的に少しずつ増加傾向になっ
ている。

企業
動向
関連

(南関東)
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□

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・半導体製品の大口価格、特に当社が開発、製造して
いる製品群の価格が、少しずつではあるものの上昇し
ているが、現時点では景気に影響を与えるには至って
いない。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・高止まりしている不動産物件が動かなくなってい
る。

□
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・受注量の変動は多少あるが、燃料費、原材料の価格
高騰によりかなり厳しい。

□

輸送業（経営
者）

それ以外 ・燃料価格が３か月前より１リットル当たり17円下
がってきており好材料ではあるが、まだ高値には変わ
りない。納品先の減少傾向も続いており、現状の改善
には至っていない（東京都）。

□
輸送業（経理担
当）

それ以外 ・物流量は少しずつ増えてきているが、慢性的な人手
不足で、募集を出しても応募がない。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・繁忙期に入っているが、思った以上に物量が増えな
いこと、燃料価格の高騰が続いていることから、収益
が伸びていない。

□
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・改善傾向にはあるものの、勢いは弱まっている（東
京都）。

□
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・物価高や資源価格の高騰の影響で個人消費が落ち込
み、企業の業績が停滞しているため、下請企業への発
注も踊り場の状態にある。

□

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・秋口にかけて、いずれの業種においても業況改善の
兆しがみられていたものの、このところ耳にする取引
先、元請先等の情報から、やや先行きに不透明感がみ
られている。通例であれば、新規取引先等の確保によ
りこれらのリスクを分散するのが常道だが、それがう
まくいくほどの景況感は期待できない。

□
広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・取引先の飲食店では外国人客が増えてきている。だ
からといって大幅に売上が伸びているということもな
く、例年と余り変わらない（東京都）。

□
広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・当社には大別して２方向の商材があり、一方はやや
回復傾向がみられるものの、もう一方では今年度は減
少傾向が続いている（東京都）。

□

税理士 それ以外 ・夜に近隣駅まで、飲食店もある商店街を通って歩い
て帰るが、外から店内をのぞくと、新型コロナウイル
ス感染症発生前はいつも満員であった店が、客が戻っ
てきているとは言いながらもそれほど入っていない。
道路沿いの店はどこも週末は８～９割くらい入ってい
るが、平日は入っていない。客が入っていない店はも
ちろん潰れていく（東京都）。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・補助金や助成金を活用したい会社が多く見受けられ

る（東京都）。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・飲食、サービス業などで客の財布のひもが固いとい
う声がある。不要不急の物にお金を使わない意識が強
くなっている。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・厳しい環境に変わりはない（東京都）。

▲
出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・年末は繁忙期となるが、現状では予定する案件の引
き合いが非常に少なく、厳しい状況である。

▲

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑、ゴム印、名刺印刷などをしている。店頭売り
と法人への納入がある。問屋には実際に受注した分を
注文しているので、当店が注文を受けた内容が反映さ
れるが、例月だと15万円くらいの支払であるところ、
今月は10万円に満たないくらいしかなかった。会社の
設立が受注の１つの動きではあるが、今月は設立印は
２本だけで、ほかには正方形の角印が１本と、非常に
注文が少ない（東京都）。

▲
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・このところ受注量、売上共にやや下降気味になって
いる。動きが全体として悪くなっている。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・欧州や中国向けが激減している。

▲
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・人手不足に加えて、物価高騰の影響がある。
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▲
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・材料の価格高騰により本見積りを出しても中止に
なったり、設計変更で縮小したりと、なかなか契約着
工まで進まない。

▲
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年を下回り続けている（東京都）。

▲
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前より受注が確実に減っている（東京都）。

▲

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・私鉄沿線のワンルーム賃貸の空室が増えているよう
である。駅近の１ＤＫで敷金礼金なし、広告費、２万
円分のカードプレゼントと、オーナーは大変である。
学生の数が減少しているとはいえ、普通の状況ではな
い（東京都）。

▲
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先の製造業の工場関係の動きが悪く、受注量が
低調している。

×

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べて受注量が10％減少している。特
に、半導体装置関係が底の状態である。自動車関係は
並である。建設機械関係もマイナス基調で利益が出な
い。

◎
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・募集が新型コロナウイルス感染症の発生直後から約
４倍になっている。正社員募集も増加している（東京
都）。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比11％増加している。人材不足感
の強い建設業、貨物運輸、技術サービス業での増加が
目立つ。

□

人材派遣会社
（経営者）

周辺企業の様子 ・インフレが進行するなか、客離れを危惧して価格転
嫁できない企業、特に飲食業、サービス業は経営破綻
するおそれがある。実際、観光エリアでは小規模企業
や店舗は繁忙期を終え、廃業しているケースも目立
つ。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・年末の繁忙期もあり、求人数は引き続き多い。

□
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・景気の良い分野、悪い分野があり、結局余り変わら
ない結果になる（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・サービス業への求職状況に相変わらず増える様子が
ない（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・採用意欲の高まりはなく、求職者数も増加していな
い（東京都）。

□
人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・即戦力となる人材依頼は派遣や人材紹介問わず引き
続き好調だが、企業はスキル重視で選ぶ傾向が強く、
なかなか成約につながらない（東京都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数においては依然として前年比微増での推移と
なっており、例年の成長率から考えると、景気は良い
とはいえない（東京都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・自動車メーカーからのエンジニアニーズが高い（東
京都）。

□

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求職者は多いものの、マッチングする案件が減って
いる。売手市場ではあるものの、買手はしっかり吟味
して採用を行う傾向にあるので、就職できる人とでき
ない人とに２極化している。

□

求人情報製作会
社（経営者）

求人数の動き ・世の中全体に経済の停滞感がある。相変わらずの人
手不足や原材料の価格高騰による閉店、派遣の雇止め
も発生している。動き出している事業もあるが、止
まった事業もあり、停滞していると感じているのかも
しれない（東京都）。

□

求人情報誌制作
会社（営業）

求人数の動き ・求人の動きは年末に向かうにつれて鈍くなってくる
が、これは毎年同じ傾向である。したがって、求人数
が少なくなること自体は自然なことでもあるが、前年
と比較してもそこまで求人数は変わらない。景気が回
復傾向にあり、ある程度の求人があった前年同期と同
等であり、良くも悪くもないといった印象を受ける。

□
求人情報誌製作
会社（広報担
当）

求職者数の動き ・割と良い状態が変わらず続いている（東京都）。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・企業からの求人内容は、以前よりも少し良くなって
いるような気がする。業種は増えているようだが、人
数的には余り変わっていない（東京都）。

雇用
関連

(南関東)
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□
学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・求人数は多くあるが、積極的に動いていないとマッ
チしにくい（東京都）。

▲

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・派遣求人数は３か月前比、前年同月比共に下回って
いる。新規の長期派遣契約者数も３か月前比は上回っ
ているものの、前年同月比では低調である（東京
都）。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数が前年同月比で減少している。前月比では若
干増加しているものの、前月も前年同月と比べると減
少傾向にあり、なかなか伸びてこない。

▲

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求人数はサービス業、飲食業、宿泊業を中心に
増加しているが、求職者が応募に消極的な傾向が見受
けられる。足元の求人充足数は前年同月比で減少に転
じている（東京都）。

×
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・中小企業が多いために顕著なのだろうが、倒産と廃
業がまた増え始めている。今回は夜逃げなど、急にい
なくなってしまうケースも頻発している。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
遊園地（職員） お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の５類移行や旅行機運の

高い状況で、当園の新アトラクションのオープンや園
内イベントは好調に推移している。

◎
その他サービス
［葬祭業］（経
営者）

お客様の様子 ・今月も葬儀の相談や依頼が多く、墓じまいもあっ
た。墓じまいと一緒に檀家抜けの相談も増えている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・年末に向けて、クリスマスや正月需要の予約品が増
加している。

○

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・部品不足の解消に伴い、新車生産制約が緩和され、
売上につながっている。行楽等へ自動車で出掛ける機
会が増えてきたことから、整備入庫も増加傾向にあ
る。

○
自動車備品販売
店（従業員）

来客数の動き ・朝晩の冷え込みにより、冬季用品等の冬支度のた
め、来客数が前年を超える状況になっており、客単価
も伸びてきている。

○
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの流行
の影響はあるものの、客は、集まって飲食することへ
の抵抗はなくなっている。

○

スナック（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症が落ち着いたというか、
付き合い方が分かってきた感じで、ようやく長く続い
たコロナ禍が終わったような気がしている。居酒屋は
危ないところと思われてしまったこともあって、元ど
おりにはなっていないが、徐々に回復している。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊客数は３か月前とほぼ変わらずに伸びている。
ここ最近では、日本人客に替わり、海外のいわゆるイ
ンバウンドが、８月と比べて２倍に増えている。客単
価が若干落ちているものの、宿泊客数でカバーしてい
る。

○
タクシー運転手 販売量の動き ・９月に値上げをした影響もあり、10月、11月と良好

である。今月も前年比115％くらいで終わりそうであ
る。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・インバウンド、特に、台湾や韓国からの観光客が多
く訪れており、好調である。

○
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・中古別荘の売買に、やや動きが出てきている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・当商店街は、ここ２年ほどで閉店が続き、歯抜けの
状態になってしまっている。いろいろな催しを実施す
ると、よくこれだけの人が出てくると思うほど人出が
あるが、売買には全く関係がない。催事だけがにぎ
わっている状況は街全体のことで、困ったものであ
る。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・アフターコロナで、観光客を中心に人出はある。た
だし、前年実施された観光クーポン効果の反動で、高
単価の酒の販売が苦戦している。

家計
動向
関連

(甲信越)
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□

百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・３か月前と比べてさほど変化はない。客の来店動
機、目的がはっきりしているように感じている。特選
ブランドや紳士関連は前年を大きく上回っている。ブ
ランド品に関しては外国人の購入が多く、インバウン
ドが多少影響している。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・買上点数が前年より下がっており、月間レベルでみ
ても上昇がみられない。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・買上点数は余り変わらないが、商材が若干値上がり
している分、来客数が減っているため、差引きではそ
れほどプラスになっていない。

□

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・今月前半は、比較的気温が高く推移していたので、
以前のように売上が伸びている。催事が通常どおり行
われるようになってきたので、売上自体は前年と比べ
れば良くなっている。ただし、流れとしては余り変
わっていない。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客から聞いた話では、暑さから一転して急に寒くな
り、冬支度が間に合わず、我慢してそのまま着込んで
いるとのことである。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・来客数は前年割れが続いている。市場に変化がな
く、来客数増加は見込めない。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・車両販売は今月も低迷し、整備部門とスタッドレス
タイヤ等の冬物用品販売で補っている。

□

その他専門店
［酒］（店長）

お客様の様子 ・全般的に外食の回数が少なくなっている様子がうか
がえる。飲食店ではスタッフが足りないこともある
が、夜遅くまで営業していない状況は今も継続中であ
る。また、諸物価が上がっている。酒の単価自体も上
がっているが、まだそこまで全体的には影響はない。
客の注文本数は単価が上がった分、若干減っている部
分もあるものの、全体的には余り変わっていない。

□
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・予約は好調だが、フリーの客足は少ない。

□
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前と微増の動きは変わらない。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・あっという間の１か月である。客の動きから、変わ
らないと回答したが、本当に地方は大変である。何と
かしてほしい。

□

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・旅行需要の増加は継続している。個人消費は好調
で、旅行意欲も高い様子である。団体旅行についても
受注は増加傾向であるが、新型コロナウイルス感染症
発生前の2019年までには至らない状況も変わらない。

□

通信会社（社
員）

販売量の動き ・特段、売上が向上する材料は見当たらない。最近は
再び節約志向が高まりつつあり、スマ－トフォンや通
信料が少しでも安いキャリアへの乗換えの動きが目立
つ。

□
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・業界は衰退期だが、当社では戦略転換及び業態創造
を行ったことにより事業が成長しているため、変わり
はない。

□
ゴルフ場（副支
配人）

お客様の様子 ・ハイシーズンなので来場者は多いものの、来場者の
多い平日はプレー代を安く設定している。こうした対
応がなければ来場者は減っていたと考えている。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・さすがにコロナ禍が続いているとは思えないが、街
の人出は絶えて久しい。催事には多少人だかりもでき
るものの、買物客にならないのは当店の責任だけだろ
うか。

▲
一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・人の動きや商材の動きは共に悪い。ほとんどの物が
値上がりをしているなかで、ボーナスの話題が聞こえ
てこない。消費意欲がみえてこない。

▲
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・既存店の来客数は安定して微増しているものの、単
価上昇が一巡しつつあるため、伸び率に影はある。
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▲

スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・前年比で売上は25.3％減少で、来客数は27％減少と
なっている。10月も25日時点で同様だったが、最終的
には売上100％で着地したので、11月はどうなるか。
12月も弁当の予約は入っている。１月２日には、今ま
で受注のなかった地区からの注文を受けている。近隣
大型店のスーパーに16時ごろ行くと、既に商材に値引
きシールが貼られていた。店側が早めに売りたいの
か、別日の18時ごろにも再度行ったが、半額の値引き
シールが貼ってあっても、必要でない物は買わないの
か、主婦層は買っていなかったが、私は買ってしまっ
た。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・夏の繁忙期を過ぎたので、来客数の減少はある。商
材も飲料や冷凍品等は売れなくなっている。

▲

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・例年、秋は紅葉目当ての団体旅行が多い時期だが、
アフターコロナのライフスタイルの変化があるのか、
団体旅行需要が回復してこない。前年は全国旅行支援
があったので、団体旅行がない分を補完できていた
が、今年はその需要がない分、売上が減っている。

▲

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症の５類移行後の活発な人
の動きが、夏以降徐々に落ち着いてきている。団体、
法人利用はある程度安定しているが、個人の動きが日
ごとに落ちている。平日の利用は大幅に減少し、今ま
である程度は活況だった週末も、来客数が減少してい
る。

▲

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（経営
者）

来客数の動き ・企業や団体の予約は入っているが、思ったほどは伸
びていない。ファミリー層も同様である。インフルエ
ンザの流行も一因ではないか。

▲
設計事務所（職
員）

来客数の動き ・完了した物件もあり、落ち着いてきている。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・近隣製造業者から、売上実績が過去最低と聞いてい
る。また、近隣の飲食店では、21時閉店が20時閉店に
変わっている。

◎ － － －

○

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・11月は旅行シーズンということもあり集客が心配さ
れたが、どの催事も前年並みの来場者数を得ることが
できている。売上についても、購入客数は減少したも
のの、売上単価は10％ほどアップし、前年並みを確保
している。

□

食料品製造業
（営業統括）

競争相手の様子 ・国産のボジョレーヌーヴォーは各メーカー共に前年
よりは伸びているが、10月からの酒税増税や諸物価の
上昇もあって、今後も厳しい経営を迫られそうであ
る。

□
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・来年の季節商材対応はあるものの、店頭販売品の受
注は少ない。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車関係は製造を海外に移行するとのことで、引
上げとなってしまった。その一方で、受注が取れた製
品もある。ただし、製造コストが上がっているため、
利益が出るか危ういところではある。

□
電気機械器具製
造業（従業員）

競争相手の様子 ・関東では非常に受注が多いと聞いているが、当地で
は時折、問合せがある程度で、余り変化はない。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・資材関係は高値で落ち着いている。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・製造業は海外需要の減少により、電子部品の生産面
で弱い動きが続いている。非製造業は物価上昇により
大型店等の名目上の販売額は伸びているが、足元では
物価上昇への警戒感から消費マインドが悪化し始めて
いる。

□
金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・国内外の観光客が増加し、平日や休日の観光業は活
発化している。ただし、物価高騰に伴い、食品や物品
の購入は控えている。

▲

食料品製造業
（製造担当）

競争相手の様子 ・値上げはしないと公言していた同業者の最大手がと
うとう価格を上げてきた。値上げしないのは、到底無
理な話である。最大手の値上げは影響があり、県内の
同業者も値上げをしている。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －

企業
動向
関連

(甲信越)

雇用
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○ － － －

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・案件は変わらないものの、条件が厳しく適任者がい
ないため、困っている。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新型コロナウイルス感染症５類移行後の環境や人々
の行動変化を反映して、夜の飲食復活に伴う酒の卸売
業や観光業、大人数の宴会を期待するホテル、清掃
業、警備業等の業種で求人は増加している。一方、原
材料費等、諸物価の上昇により、食料品を始めとした
製造業等では求人の減少傾向が続いていることから、
全般的に景気が上向いているという印象は薄い。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・半導体や食品製造等の企業では、生産増強の問合せ
などを受けるものの、対応する人員が確保できず、売
上の増加につながらないという声がある。一方で、衣
料品製造等は受注が回復しないと聞いている。賃上げ
と労働時間の兼ね合いから、従業員の就業時間に影響
を与える状況も確認している。

▲ ＊ ＊ ＊
× － － －

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・全国旅行支援などの観光支援策がほぼ終わったなか
で、地域も新型コロナウイルス感染症発生前の姿を取
り戻しつつある。特に観光バスでの団体客の回復が目
立ち、あと一息という状況である。

◎
コンビニ（企画
担当）

販売量の動き ・全体的に前年の売上を上回る状況が継続している。
特に旅行客やインバウンドの利用が多い店舗は、大き
く改善している。

◎
観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・好調な宿泊部門に加え、料飲部門の受注が増えた。
特に宴会部門の集客が好調である。

◎
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・宿泊は、外国人旅行者が増加しているが、出張者の
戻りは100％ではない。レストランは夜の動きが弱
い。宴会は戻ってきている。

○

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・海外のハイブランドに対するニーズが引き続き強
く、単価を大きく押し上げている。中国からの旅客便
の増加などもあって、店内で中国語が聞こえるように
なり、少しずつではあるが中国からのインバウンドが
戻りつつある。気候の影響としては、秋物衣料や雑貨
は高温が続いたため需要が乏しく売上が厳しいが、急
に寒くなったこともあり、冬物衣料が動き始めてい
る。

○
百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・来客数は増えている。原材料値上げ等の影響で単価
も上昇している。

○

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・今月に入ってからは例年どおりの寒さが到来し、季
節商材を中心に販売量の動きが良くなった。消費者の
諦めもあるのか、商品価格の値上げはそれほど売上減
少にはつながっていない。必要な物を購入している様
子である。

○
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症発生前より家族連れの来
客が増えた。

○
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数は増加傾向で、３か月前と比較すると来客数
は右肩上がりである。ただし、飽くまでも微増にとど
まるレベルである。

○
コンビニ（店
員）

販売量の動き ・今月は中華まんの低額セールを２回実施したり、新
商品のから揚げの売上が好調であった。

○
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・気温が下がり防寒用品を求める客が増加し、同時に
作業用備品の販売も増加しており、地域の景気が良く
なっている。来客数は10％弱上昇している。

○
衣料品専門店
（売場担当）

販売量の動き ・気候に左右されるため、寒くなるとスーツの販売量
は増える。スーツだけでなくアウター等の暖かい物を
求める客が多くなってきた。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・前月よりは下がったが、３か月前と比べると需要は
増えている。

関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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○

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

来客数の動き ・来客数は安定基調だが、物価高騰の影響は引き続き
受けている。購買にまでつながっていない部分があ
る。

○
高級レストラン
（経営企画）

来客数の動き ・来客数は、前年や新型コロナウイルス感染症発生前
の水準を超えている。業態や個々の店舗によっては、
厳しいところもある。

○
一般レストラン
（従業員）

来客数の動き ・忘年会シーズンに向けて、たくさんの予約が入って
いる。

○

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比べると気候が良くなり、秋の行楽シー
ズンだったこともあって、宿泊客は団体客を中心に
20％から25％増加している。新型コロナウイルス感染
症発生前に戻ったような需要の底堅さがある。

○
都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・訪日外国人の増加に伴う宿泊増加、法人客の宴会利
用増加などで好調に推移している。

○

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・年末や春休みでの海外旅行の予約がようやく入るよ
うになった。ソウルのような近場なら、行きたいと思
えば１週間前の予約でも我慢せずに行けるようにな
り、海外旅行に魅力を感じる客層にはようやくコロナ
禍が明けたようにみえる。2024年には円安と燃油料が
少し緩和し、さらに家族海外旅行も復活するよう期待
している。

○

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・団体旅行は９月から徐々に増え始め、10～11月の２
か月間に集中した。受入れ側のバスや宿泊施設等が飽
和状態で、一部は予約が取れず12月以降へ誘導する状
況であった。

○

旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・秋の行楽シーズンはピークを過ぎたが、個人旅行、
団体旅行共に利用者が大変多く、完全に新型コロナウ
イルス感染症発生前の状況に戻った。３年間我慢した
反動で、特に団体旅行を実施する企業や組織が多く
あった。

○
ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・今月はゴルフシーズンでもあり、天候にも恵まれ入
場者は順調に推移している。ほぼ前年並みの入場者数
だが、３か月前と比べるとやや良くなっている。

○
美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・新商品のキャンペーンが始まっており、該当商品の
売上が好調である。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・余り動きが良くない。新型コロナウイルス感染症の
影響があるのか、停滞した状況がずっと続いている。

□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・来客数、販売量に関しては高止まり状態である。週
末は人が多すぎて、かえって購買の障害になってい
る。売上を上げるには客単価の上昇が必要だが、客単
価は相変わらず低い。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客からは、良くも悪くもならないという声を聞く。

□
商店街（代表
者）

それ以外 ・仕入価格や燃料等の経費が上昇し続けている。イン
ボイス制度の事務負担費用もかさみ、利益がほとんど
出ない状況である。

□
一般小売店［高
級精肉］（常勤
監査役）

販売量の動き ・ボーナスが期待でき、高級ギフトが売れている。

□
一般小売店［結
納品］（経営
者）

販売量の動き ・例年11月は非常に悪いが、今年は輪を掛けて悪い。

□

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・お歳暮の早期受付が始まったが、物価高の影響で商
品の価格が上がっていることもあり、個人・法人客の
注文数は前年より増えていない。節約志向が強くなっ
ていて財布のひもは固い。ただし、贈答品でなく自家
需要は増加している。

□
一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・連休があると、その前後は飲食店への来客数が減少
する。

□
一般小売店［生
活用品］（販売
担当）

販売量の動き ・行楽シーズンになり人出は増えているが、買い控え
は継続している。

□
一般小売店［書
店］（営業担
当）

販売量の動き ・年度末の予算消化が始まりつつあるが、引き続き円
安の影響には改善がみられる。
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□
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・引き続き催事やレストラン部門の売上は好調に推移
しているが、気温が平年より高い日が多かったため、
衣料品の売行きはやや低調である。

□
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・引き続き来客数は前年を上回っているが、客単価が
下がってきている。以前と比べて物販のニーズが下
がって、旅行などのコト消費に向かっている。

□
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・来客数は前年を上回っているが、新型コロナウイル
ス感染症発生前には戻っていない。ただし、物価高も
あり客単価は上昇傾向にある。

□
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・行事等により来客数が増えて購入に至ることもある
が、目的買いで終わってしまうことが多い。

□
百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・客の購買意欲は高まっており来客数も増加してい
る。しかし、中低価格帯が稼働しているため、客単価
がなかなか上がらない。

□
スーパー（店
員）

来客数の動き ・平日、土日共に来客数の変化はない。売上が上がっ
ているのは値上げによるためで、利益的には厳しい。

□

スーパー（店
員）

単価の動き ・本格的な寒さが到来し、鍋物関連の白菜や肉などが
順調に売上を伸ばした。みかんも売れているが、箱買
いではなく必要分だけの袋買いなので、景気は横ばい
と感じる。

□

スーパー（営業
企画）

お客様の様子 ・来客数、客単価共に大きな変化はみられないが、１
品単価は上昇し買上点数は減少している。節約消費を
志向しつつ、し好品にも出費するメリハリ消費の傾向
が更に進んでいる。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・夏から売上、来客数共に好調である。前年11月は全
国旅行支援などの施策で好調であったが、今年はそれ
と同等、若しくは店舗によっては前年を超える売上、
来客数になっている。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数は前年比で２割程度増えていたが、増加の
ペースが落ちてきている。この先、来客数の増加は見
込めない。

□
コンビニ（商品
企画担当）

来客数の動き ・来客数は引き続き横ばいである。若干の単価上昇は
みられるものの、来客数の増加に向けた販売促進企画
などの充実が必須である。

□

コンビニ（本部
管理担当）

来客数の動き ・売上平均は前年比107％と好調であった。コロナ禍
の前年と比べ、今年の春から継続して高い売上を保持
している。しかし、物価高と経費増大により利益の捻
出は容易ではなく、自社のみならず、小売業界全体に
いえることである。

□

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・ショーウィンドウの商品が前から気になっていたと
いって来店した客が、比較的高額商品にもかかわらず
購入した。質の高い商品を求める客には、景気に左右
される人が少ない。

□

衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・前月に続き売上は維持している。好調とまではいか
ないが今までがとても悪かった。急に冷え込みが強く
なり、季節要因もあるが、それを除外してもまずまず
である。

□
衣料品専門店
（売場担当）

お客様の様子 ・３か月前と同様に必要最低限の物しか購入されず、
平均単価にも変化がみられない。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・物価上昇で生活に必要なコストがますます増加して
いるという声が多く聞かれる。生活に余裕が持てない
ため今必要な物に購入を絞っている客は、なかなか先
を見据えた商談に乗ってくれない。

□

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・全体的な動きが良くないが、前月よりはまし程度の
印象を受ける。問合せや来客数はそれなりにあった
が、販売に結び付いていない。非常に判断が難しいと
ころである。

□

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・９～10月の販売量及び来客数がひどく低調だったた
め、その頃よりはましになっているが、上向いてきて
いるというほどでもない。３か月前と比べると、余り
変わっていない。

□
その他専門店
［貴金属］（経
営者）

来客数の動き ・物価高騰のあおりを受けているのか、来客数が減少
している。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・例年と比べ客の来店頻度がやや少ない。

67 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□
その他飲食［仕
出し］（経営
者）

お客様の様子 ・株価が上昇したり、企業では最高益がみられたりし
ても、生活実感として景気が良いとはいえない。

□
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・多少、旅行需要も増加してきたが、まだ以前のよう
な状況ではない。

□

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・クリスマスの装飾も簡素化の一方でにぎやかさも減
るとともに、ターミナル駅前にも繁華街にも空き店舗
が目立ち始めてきた。夜の居酒屋でも、繁盛店と全く
客が入っていない店が極端である。

□
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・解約数は安定しているものの、新規獲得数が低水準
で推移している。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・機器の単価に加え、工事費の改定も実施されたなか
で小規模案件の受注はある。しかし、大規模の案件と
なると見積額にも大きな影響が出るため、発注までの
判断時間が長くなり、失注又は保留が増えている。

□
通信会社（サー
ビス担当）

お客様の様子 ・新規申込みも増加しているが、廃止の申込みも増加
している。

□
テーマパーク職
員（総務担当）

来客数の動き ・入園者実績は前年同月比73％で、１万8000人弱の減
少となっている。

□
観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・街中のメイン通りの人通りが依然として少ない。と
ても景気の良しあしを考えるどころではない。

□

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の声を聞くと休日に出掛ける人もいるが、一方
で、物価の上昇で何もできない、食費の値上がりで苦
しいという話も多い。景気が良いのか悪いのか判断が
付かない。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・悪い状態が変わらない。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・横ばいで、大きな変化はみられない。

□
その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・コロナ禍であった前年をはるかに下回っている。回
復する傾向がみられない。

□
その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（営業）

来客数の動き ・閑散期のこの時期は来客数が上がらないため、何と
か繁忙期に向けて体制を整えている。

▲
一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・じわじわと来客数、販売量共に落ちてきていること
を実感している。必要な物だけ購入する客が増えてい
る。

▲
百貨店（売場主
任）

それ以外 ・メーカーが余り製造をしないのか、製品のサイズが
そろっていない。メーカー在庫よりも、取扱のある他
店舗から客注として取り寄せる場合が多い。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・11月に入っても気温が高い日が続いていたことで、
例年なら売れている鍋用食材等、寒くなると売れる商
品の動きが鈍く、買上点数が落ちた。

▲
スーパー（店
員）

販売量の動き ・値上げ自体はある程度受け入れられて、売上金額で
は100％を超えているが数量では90％台前半が続き、
競合他社と比較しても苦戦している。

▲
スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・11月中旬まで暖かく、夜でも出足が好調だったが、
ここ最近は寒くなり、18時頃のにぎわいがない。

▲
スーパー（総
務）

販売量の動き ・全ての物が価格高騰し、販売量が増えない。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・前年の値上げラッシュから一回りし、値上げへの抵
抗も出ており、客単価が前年を下回った。

▲
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・11月は日によって寒暖差が激しく、飲料の売上が振
るわなかった。全体の売上も５％減少となり苦戦し
た。

▲
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・夜間帯の来客数が減少している。客単価も節約傾向
が強くみられるほど低下している。

▲
家電量販店（店
員）

単価の動き ・買換えが中心だが、余り高価な商品は選ばれない。

▲
家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

単価の動き ・今月はダイレクトメールセールを行っているが、大
型商材が売れず客単価が低い。

▲

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車を注文しても納期が掛かる上に改良を控えてい
る車種も多く、多くの車が注文できなくなっている。
買いたくても買えない、売りたくても売れない状況が
続いている。
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▲
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・客単価が伸びず、客の来店回数も減っている。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・客は収入が伸び悩んでいるようで、来店回数が減っ
てきている。

▲
その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

販売量の動き ・今年春頃までは、賃上げの気運もあり値上げも受け
入れられていたが、夏以降の値上げは売上数量への影
響が大きく、販売量が前年比10％程度減っている。

▲
タクシー運転手 来客数の動き ・１日を通してタクシーの利用客が減っている。イン

バウンドも少ない。年末前の自主的な自粛行動と考え
る。

▲ タクシー運転手 来客数の動き ・客の動きが少し悪い。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・夏頃は出足が良くなってきて、そのまま上向いてい

くとみられたが、ここ１か月ほどは乗車率が段々と悪
くなり、売上が落ち込む日が多い。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・客が余り来ない。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・円安の影響か、昨今の物価高で光熱費やガソリン代
など全てが上がっているため、客の財布のひもが固
い。

▲
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・コスト的には非効率な注文住宅から、ローコスト化
ができる分譲住宅への取組が増えてきた。

▲
その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

お客様の様子 ・施主との打合せは増えてきたが、物価高によるブ
レーキが掛かり、受注には時間が掛かる。経済の回復
が進まず、この先が心配である。

×
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年比95％を上回る月がない。

×
美容室（経営
者）

それ以外 ・今月も天候が不順だったので、出足も悪かった。

×
住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・物価の上昇で生活費に金が掛かり、住宅購入には大
きな負担が伸し掛かっている。なかなか住宅が購入で
きない状況である。

◎ － － －

○
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・季節的な青果物関連の出荷が始まり、他の物流も多
少は多くなり、受注量、販売量共に増加している。

○
一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・北米自動車向けの設備投資は、円安で現地での価格
が下がっていることもあり、引き合い、問合せ共に増
えている。

○
金融業（従業
員）

それ以外 ・ブラックフライデーや年末商戦に向け、日常の様子
も活気付いている。外国人観光人の出入りも活発であ
り、景気は良くなっている。

○

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・円安の動きはあるものの、インバウンドなどにはそ
れが良い方向に作用し、比較的景気は良い。自動車産
業においてもさほど低迷感はなく、例年と比べて生産
が活発で忙しい状況が続いている。

○

不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年同様に晴れの日が多く、また、新型コロナウイ
ルス感染症についての不安は更に減少していることか
ら、前月同様に外出や遠出をする人が増加傾向にあ
り、今月の売上は前年を上回る状況となっている。

○

公認会計士 取引先の様子 ・売上と営業利益に着目すると、特に自動車産業など
製造業の回復がみられる。要因としては半導体不足が
落ち着き、製造が増えたことがある。また、円安に
よって輸出産業も回復傾向にある。非製造業について
もインバウンドなどの効果があり、観光産業及び主要
都市の飲食業は回復傾向である。

○

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・周りで廃業する企業が散見される。企業継承はかな
り難しく、当社にも前年に続き２件目のＭ＆Ａの相談
が来ている。景気はまだら模様が続いているが、当社
においてはまずまず案件が入っている。

□

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・レストランや会合の弁当を予約しようとすると、予
約が一杯で対応できないというケースが多く、50％程
度の確率で断られている。アフターコロナのイベント
や会食の復活は明らかで、コミュニケーションが増え
ている状況から、良好な景気が継続している。

□
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・引き続き受注状況は悪くない、という意味では変わ
らないが、利益確保や納期をめぐる混乱などが懸念さ
れる。

企業
動向
関連

 
(東海)
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□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・新製品の効果もあるものの、全体的にはふだんと余
り変わらない。

□

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症が収まって、消費が活発
化しつつある。他方で物価の上昇など消費を抑える状
況も発生しているため、先行きが不透明になってい
る。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、生産量共に前月比でマイナスである。微減
ではあるが減少傾向にある。

□
輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

受注量や販売量
の動き

・客先の生産計画上、３か月前と余り変わっていな
い。

□
輸送用機械器具
製造業（管理担
当）

それ以外 ・値上げはいまだに続いており、減税もどうなるか分
からない。ガソリン税の減税が確定しても、安心材料
にはならない。

□

建設業（営業担
当）

取引先の様子 ・作業や工事の受注はあり、見積依頼もある。ただ
し、前年度に決まった予算の範囲では、材料の価格高
騰により部品等が入手困難なこともあるため、一概に
景気が上向きとは判断できない。

□

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・国内においては生活必需品を中心とした消費財、建
築関連を中心とした生産財共に物量の低迷が続いてい
る。国際物流においては日中間の物量に回復の兆しが
みえない。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・仕事の受注量は、総量としては増加傾向にあるが、
大口の案件は以前ほどではなく、細かい案件が増えた
印象を受ける。年度末まではこのままの状態が続く見
込みである。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・企業間物流が鈍化傾向にある。一部企業では回復傾
向にあるものの、輸送物量は前年並みである。その一
方で、人材は物流の2024年問題で採用難になってい
る。

□

輸送業（エリア
担当）

競争相手の様子 ・同業他社から、荷物の量が低迷しており四苦八苦し
ているという話を聞く。特に燃料費の値上がりや、い
ろいろなところで経費のしわ寄せがきているとか、物
流の2024年問題でドライバー不足が解決できない、と
いう声が多い。

□
通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・食費の高騰による買い控えや実質賃金の減少など市
民生活の実状が、景気の下降にもかなり影響を及ぼし
ている。

□

通信業（法人営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・公共事業は新年度の予算化申請時期であり、たくさ
ん提案を実施するものの、採用される気配はない。法
人の投資控えと公共の予算不足は相変わらずで、打開
策もない様子である。

□

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・特に中小・零細企業では、仕入価格の上昇を販売価
格に転嫁できておらず、粗利の低下が顕著である。そ
のような状況では、社員の給与も上げることも難し
い。当面、現状の景気が続く。

□
不動産業（開発
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・前月同様に工事費価格が高止まりするなかで、住宅
分譲については販売状況が芳しくないため、価格転嫁
ができていない状況である。

□
広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・広告受注量は全体的に微増しているが、物価高騰に
より客の購買意欲は積極的とは言い難い。

□

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・最低賃金の改定については、以前ほど支払が苦しい
といった声は聞かれなかった。売上、利益共にさほど
伸びた顧問先はなく、逆に落ち込んでいるところも見
当たらない。

▲
食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・多方面にわたり商品やサービスの値上げが続き、消
費者の購買意欲は明らかに減退している。

▲

窯業・土石製品
製造業（社員）

取引先の様子 ・一部製品のＯＥＭ製造を委託する同業社が、受注量
減少により来春まで週休３日体制になってしまった。
また、一部の汎用的な緻密質セラミックの需要が半年
ほど前から冷え込んだままである。

▲

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量共に伸び悩んでいる。通常10～12月
は年間でも通常月より販売量が１割ほど多くなるが、
今年は横ばいから僅かに減少傾向にあり、例年と比べ
ると15％ほど落ちている。
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▲
建設業（役員） 受注量や販売量

の動き
・９～10月は来場、成約共に例年並みで良かったが、
11月は来場者数が激減し、成約も予定を下回った。年
末に近づくと毎年動きが悪くなるため仕方がない。

▲

通信業（総務担
当）

それ以外 ・賃上げがなく収入は現状維持であるが、食品・燃料
類を中心に物価は上がり続けている。購買力が低下し
て心に余裕がなくなると、何かを新規に購入する気に
なれない。

▲
行政書士 それ以外 ・経営者の高齢化により、適当な後継者がなく運転手

不足もあって廃業を決め、役所に廃業届を提出する
ケースがみられる。

×
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・販売量が減少している。引き合いも減少している。

×

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・用紙代が値上がりした影響で折込広告の製造コスト
が上がり、折込広告の出稿量が減っている。今まで１
週間で２回入っていたものが１回になったり、今まで
見開きで入っていたものが一枚ものにサイズダウンし
ている。

◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・10月以降求人への応募件数が増加しており、個々の
求職者を見ても非常に積極的に転職活動を進めている
印象を受ける。ただ、求人企業の選考目線が数か月前
より非常に高くなり、人材紹介の成約件数は増えてい
ない。

○

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・年末が近づくにつれて、コロナ禍で３年間中止と
なっていた会合や会議、イベントが以前の規模で実施
されるようになってきた。それに伴い、３か月前に比
べると多少良くなった。

○
職業安定所（雇
用開発担当）

周辺企業の様子 ・産業によって違いはあるが、全般的に業況は上向き
である。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・余り変わらない。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・引き続き各社からの技術系求人数は過多であり、当
社を含めて採用熱が高い状態が続いている。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・引き続き物価高が続いている。

□
人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・３か月前との比較では、求人は高止まりで変化ない
が、求職者が引き続き不足しており、採用数は横ばい
から減少傾向にある。

□

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

周辺企業の様子 ・国内自動車販売は前年比プラスで回復基調にある。
大手自動車メーカーがけん引し、他の自動車メーカー
数社も前年並みの需要へ回復しているが、苦戦してい
るところもある。

□
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

それ以外 ・景気が上向く材料が思い当たらない。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人倍率はほとんど変わらないが、新規求人数は増
加した。特に、道路旅客運送業、飲食業、福祉事業に
おいて増加がみられた。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前年同月比で、求人数は物価や燃料費の高騰などか
ら製造業を中心にほとんどの業種で減少傾向が続く。
一方で、求職者数は緩やかな増加傾向が続いており、
この状況が長期化している。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・製造業では、受注が増えて生産量は回復しているも
のの、原材料やエネルギー資源の価格高騰により利益
を圧迫している。今後、商品へ価格転嫁していく必要
がある。人材派遣会社では、大手企業の人材不足によ
り派遣依頼が急増しているが、大企業の人件費抑制を
受け、利益は増加していない。産業にかかわらず、当
面、原材料の価格高騰が経営を圧迫する。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・求人募集は高位安定しており、時季としても景況感
は悪くはないが前年ほどの決定数の伸長はみられな
い。利益への影響などに鑑み募集停止に至る企業も出
ている。

▲

人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・物価高の影響により各所で利益率の低下が浮き彫り
となっている。最低賃金こそ上昇しているが、実際に
比例して賃上げする企業は、特に中小企業では見当た
らない。その結果、生活水準を落とさざるを得ず、景
気後退につながっている。

 

雇用
関連

(東海)
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▲

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・有効求人倍率は２か月連続で前年を下回り、新規求
人数も４か月連続で前年を下回った。とりわけ建設
業、卸売業、小売業の求人数の減少が止まらない。ま
た、求職者のうち65歳以上での新規求職申込件数は前
年比で３割増加、職業相談件数は４割増加しており、
物価高などが高齢者世帯の生活に大きな影響を及ぼし
ている。

▲
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者が増加傾向にあり、特に在職者・無業者
数での増加が顕著であることから、就職活動を活発化
せざるを得ない状況とみられる。

× － － －

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今月も引き続きインバウンド需要を中心に絶好調
で、売上全体の20％程度を占めるようになっている。
相変わらず中国からのインバウンドは少なく、米国や
オーストラリアからのインバウンドが大半である。売
上も新型コロナウイルス感染症発生前より増加してい
る。

◎
一般レストラン
（統括）

来客数の動き ・当社も含めて、外食業界全体で2019年を超える売上
や来客数になっている。秋の旅行やインバウンド需要
の高まりなど、良い条件がそろった状況である。

◎
都市型ホテル
（役員）

来客数の動き ・旅行会社のツアー関連の予約が絶好調であった。コ
ロナ禍明けの反動により、新型コロナウイルス感染症
発生前の同月に対し２倍近い伸びとなっている。

◎
タクシー運転手 来客数の動き ・観光客が大変多くなっている。週末だけではなく平

日にも観光客が来ており、夜の街も人出が増え、売上
は良くなっている。

○
一般小売店［事
務用品］（店
長）

来客数の動き ・季節商材を購入する人が増えている。

○
家電量販店（本
部）

販売量の動き ・寒さや県の省エネ家電購入支援策による影響でエア
コンを中心に商材が動いている。

○

自動車備品販売
店（役員）

販売量の動き ・11月は冬季用品の販売促進を例年以上に投下したこ
ともあり、スタッドレスタイヤを始め、冬季用品を購
入する客の来店が例年のタイミングより早まり、商談
待ちが多く発生している。競合他社も同じような動き
が見られ、必需品に対しては良い物を購入する傾向が
戻ってきている。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・値上げにより客単価が上昇した影響が大きいが、や
や良くなっている。服飾品などの物販における販売量
は堅調に推移しており、単価上昇を消費者が受け入れ
ているようにみえる。外出機会が戻り、需要の回復が
継続している。

○
観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・全国旅行支援が無くなり、宿泊単価の下落を心配し
ていたが、設定したとおりの単価で予約が取れてい
る。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊部門、宴会部門共にコロナ禍からの回復効果で
売上は伸びてきているが、新型コロナウイルス感染症
発生前の80％程度の回復にとどまっている。販売価格
についてはインバウンド分野では値上がりしていな
い。宴会部門も値上げについてはなかなか了解しても
らえないのが現状である。

○
通信会社（役
員）

販売量の動き ・新規契約の獲得件数は、３か月前と比較して若干増
加している。

○
テーマパーク
（役員）

来客数の動き ・来客数の前年同月比をみると、３か月前と比べて増
加傾向にある。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・気候の変化が激しく、季節商材の需要が一定しな
い。ブランド品など比較的高級な物を大事に使う考え
方が若い層にも出てきているようにみえる。

□
一般小売店［書
籍］（従業員）

販売量の動き ・来客数、販売数などここ数か月横ばい、又はやや下
降気味である。

家計
動向
関連

(北陸)
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□

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・11月の売上は引き続き前年及び新型コロナウイルス
感染症発生前の2018年の実績を超えている。化粧品や
ファッション関係が好調に推移している。お歳暮やお
せちなどの年末年始需要は前年並みの見込みである。
外商売上は富裕層によるラグジュアリーブランドの購
買意欲が旺盛で、店全体の売上をけん引している。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・物価上昇と賃上げのバランスがまだ悪いと考える。

□

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・会員カードやアプリの分析から、近隣住民の来客数
は横ばいであるが、新規の来客数が徐々に増えてきて
いる。店舗からは観光客、レジャー客の増加が顕著で
あるとの報告がある。

□
スーパー（経営
企画）

来客数の動き ・価格上昇で買上点数が下がるなか、来客数には改善
傾向がみられる。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・天候不順のため秋冬商材の動きが今一つである。消
費者は慎重に買物をしている。

□
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・アパレル衣料の売行きは気候に影響されやすい。残
暑や暖冬により売行きが大きく変わるため、一概に景
気の判断材料にはなりにくい。

□
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・自動車メーカー側の生産計画により限られた台数で
商談に対応しているため、当面の間は販売量が一定の
台数で推移する。

□
その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・とにかく景気が悪い。物価高や光熱費の値上げな
ど、いろいろなことが重なり、客の財布のひもは固
い。

□
一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・11月中旬まではまずまずだったが、後半以降は客足
が遠のいている。紅葉の季節も余り長続きしなかっ
た。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・来客数がやや減少している。しかし、駅前周辺は人
出が多く、居酒屋などは連日満員でなかなか入店でき
ないと聞いている。

□
通信会社（職
員）

お客様の様子 ・問合せ内容に特に変化がない。

□
通信会社（役
員）

販売量の動き ・継続して通信サービス、放送サービス共に、新規契
約件数が前年同期と同様に推移している。

□

その他レジャー
施設［スポーツ
クラブ］（総支
配人）

お客様の様子 ・客の優先順位の上位に健康づくりが入っていない。
あえて施設へ来て運動しようという意識がないように
みえる。身近ないろいろなものが値上がりしており、
スポーツクラブの会費に金を使うのは後回しになって
いる。

□

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年比で５％程度ダウンしている状況がこ
こ３か月続いている。８月にカット料金を500円値上
げした影響が出てきているのかもしれない。総売上は
単価上昇が寄与し、３％程度伸びている。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新築戸建て住宅については建物の総額は変わらない
が、建築資材の高騰により床面積が小さくなってい
る。リフォームの大型案件も減少している。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・建築資材の高騰などで、住宅建築に対する客の意欲
がみられない。

□
住宅販売会社
（営業）

来客数の動き ・ここ３か月の来客数に変化がない。全く止まってい
るわけではないが、低空飛行がずっと続いている。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・そこそこの客入りでも、締めてみると売上は満足の
いくものではない。客単価が確実に下がっている。飲
食店の突然の閉店も最近多い。

▲
一般小売店［精
肉］（店長）

来客数の動き ・景品用途などの動きはまずまずだが、来客数が少な
い。

▲

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・物価高による節約志向が出てきている。物産展では
前年まで好調だった単価の高い弁当の動きが鈍った
り、お歳暮では早期割引企画は好調に推移するが、送
付件数や高単価なギフトは前年と比べて動きが鈍い。

▲

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・暖冬と値上げが重なり、購買行動は非常に慎重であ
る。お買い得品やお買い得な時期を設定し、価格の低
さをアピールしても購入しない傾向である。アイテム
では特に衣料品、年代では30～40代の購買が少ない。
一方、レストランはどの年代も来店しており、特に昼
食時には多くの客が利用している。また、食に関する
イベントや催事にはどの年代も多くの客が来店してお
り、需要が高い。
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▲
スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・物価高騰のため、チラシ掲載商品ばかりが売れる。

▲

スーパー（店舗
管理）

お客様の様子 ・来客数が確実に減少しており、１週間当たりの買物
回数が減少している。ポイント付与のある販売促進日
やチラシ投入日のみに客が集中し、その翌日には完全
に平常な状態に戻ることが顕著になっている。

▲
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・家電製品は壊れるまで買換えない傾向が強くなって
いる。

▲
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・10月にインボイス制度が始まってから客との商談が
長くなっている。今後の状況の様子見が多いようで、
購入について慎重な様子がうかがえる。

▲
タクシー運転手 来客数の動き ・客がタクシーを乗り控える様子が増えてきている。

料金が高くなってから、段々と経費がかさむように
なったことに気付いたためとみている。

▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売量が大幅に減っている。来客数が減っているわ
けではないが、プランを見直す客が圧倒的に多く、節
約傾向がうかがえる。

▲
パチンコ店（経
理）

販売量の動き ・売上を上げるための設備投資ができていない。

▲

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・土地の売出しや住宅展示会への来場が少なく、販売
には時間が掛かりそうである。来場者についても、す
ぐに住宅を求めるというより、これから検討していき
たいという人が多く、家族構成は親子世帯が増えてい
るようにみえる。

×
住関連専門店
（役員）

販売量の動き ・来客数の減少に続き、買上点数や成約率の下降が目
立つようになっている。低価格帯商材の動きすら鈍く
なっている。

◎
精密機械器具製
造業（財務担
当）

受注量や販売量
の動き

・前月はやや落ちていた売上が回復している。

○
輸送業（管理会
計担当）

受注量や販売量
の動き

・物量は戻りつつある。ただし、輸出入の動きは依然
として低迷している。運賃改定も徐々にではあるが、
成果が現れてきている。

○
金融業（融資担
当）

受注量や販売量
の動き

・取引先の各業種における売上が回復傾向である。イ
ンバウンドを含めた観光客も増加しており、飲食業、
宿泊業の出店が増加している。

○

税理士（所長） 取引先の様子 ・小売業などの一般消費者向けは、物価上昇による節
約志向からか、売上確保は厳しい状況が続いている
が、企業向けはどの業種もおおむね好調である。ただ
し、原材料の価格高騰など先行き不透明ななか、でき
るだけ内部留保を厚くしておきたいという意向が多
い。

□
食料品製造業
（経営企画）

受注量や販売量
の動き

・中国の日本産水産物輸入禁止問題の影響による輸出
の減少を、堅調に推移している国内向け販売がカバー
するといった構図が続いている。

□

繊維工業（総
括）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行によ
り、国内ファッション衣料用途が堅調であることに加
え、自動車用途も回復しているなど、受注は引き続き
堅調である。一方で、原材料価格の高騰、特に電気料
金の値上げが経営に深刻な影響を及ぼしている。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量は変わらず推移している。

□
建設業（経営
者）

それ以外 ・個人消費が拡大している様子が見受けられない。

□
輸送業（経理） 受注量や販売量

の動き
・自社で輸送できない場合は外注しているが、その回
数や金額が減少している。

□ 通信業（営業） 受注量や販売量 ・大きな変化はなく、受注量の推移も安定している。

□
司法書士 取引先の様子 ・不動産関連では売買、商業法人登記関係では営業目

的の追加等、新幹線駅周辺での新店舗開業関連の依頼
が続いている。

▲
一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・全体的に工作機械業界の受注金額が減少傾向にあ
る。

×

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・一般消費者関係の受注が激減しており、さらに新規
商材の受注獲得に至っていない。客への聞き取りでも
余り目先の動きがなく、この先更なる悪化が生じる可
能性が高い。

企業
動向
関連

(北陸)

74 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

×
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業者からの情報や問合せなど活発な話が全く聞こ
えてこず、状況は止まった状態である。

◎ － － －
○ － － －

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職者の動きは変わらない。求人とのアンマッチが
続いている。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

求職者数の動き ・年末年始に向けＵターン就職の希望者を募る求人広
告企画を実施予定だが、例年と比べると申込件数が伸
びていない。売手市場の情勢からも前年を超える掲載
社数を見込んでいたが、現状では難しい。通常の求人
広告掲載数は横ばいで推移しており、大きな変化はな
い。

□
新聞社［求人広
告］（営業）

周辺企業の様子 ・コスト上昇要因の対応について、各企業が落ち着き
をみせたのか、コスト増加が当たり前となり、企業活
動の妨げにはなっていないとみている。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求職者数の動き ・求人数は増加傾向ながら、対応する求職者数が少な
いためマッチングに苦労している。

▲

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・物価上昇や最低賃金の改定に伴い、求人票の賃金額
は上昇傾向にあるが、賃金額を大きく上げられない会
社も目立つ。少子化による人手不足をにらみ、若い人
材を採用したいと考える会社は多いが、採用できてい
ない。

× － － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・客は物価の上昇にも慣れてきて、購買の動きも活発
になっている。それに伴い、飲食店でも客が増えてい
る。

◎

百貨店（服飾品
担当）

来客数の動き ・11月に入り、気温の低下で防寒商材が徐々に動き始
めたが、例年よりもかなり暖かい日が多く、販売の増
加にはつながっていない。ただし、前月に続き、雑貨
や宝飾品の売上が好調に推移し、大幅に前年を上回る
形となっている。特に、海外客の増加に伴い、都心店
舗の来客数は前年比で120％以上の日が続いている。
円安の影響で高額品の売行きが順調に伸びたほか、国
内消費も来客数の増加により、食品関連が前年を上回
る結果となっている。

◎

観光型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・11月は個人客、団体客共に、順調な推移となってい
る。スタッフの人手不足がなければ、もっと客を取り
込めていた。来客数は2019年よりも少ないが、宿泊単
価の上昇もあり、売上は2019年の水準にかなり近づい
ている。

◎

都市型ホテル
（フロント）

単価の動き ・11月は宿泊業のトップシーズンであるほか、インバ
ウンドも中国以外はかつてに近い水準にまで回復して
いる。ライブイベントの開催も重なり、国内客の動き
も活発になっている。

◎

都市型ホテル
（客室担当）

来客数の動き ・当地域は紅葉の季節を迎え、年間で最も忙しい時期
となっている。インバウンドの回復もあり、国内外か
らの客の増加で、客室稼働率も連日ほぼ満室にまで回
復した。特に、週末のターミナル駅近辺の飲食店は、
ほぼ満席状態となっている。

○

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・前月に続き、今月の初旬は来客数の出足が良かった
が、中旬以降は急激な気温の変化により、徐々に出足
が鈍くなった。インフルエンザの流行に加え、新型コ
ロナウイルス感染症もまだ油断できないという情報の
影響か、外出を控える動きが少しみられる。今月の初
旬と月末で、来客数が大きく変わっている。

○
一般小売店［珈
琲］（経営者）

販売量の動き ・カフェや喫茶、飲食店への販売量が増加している。

○
一般小売店［呉
服］（店員）

お客様の様子 ・コロナ禍の収束により、結婚式を行う客が増え、足
袋が売れるようになっている。

○
一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・気候が良くなって、人の動きが活発になり、商品の
動きも良い状況である。

雇用
関連

(北陸)

家計
動向
関連

(近畿)

75 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

○
百貨店（売場主
任）

競争相手の様子 ・来客数はかつての水準には戻らないが、売上は伸び
ている。特に、海外高級ブランド品が売れている。

○

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・当店のような郊外店の売上は、25日までで前年比
0.5％減、来客数が2.4％減と苦戦しているが、都心店
はインバウンド効果もあって絶好調が続いている。化
粧品や雑貨、衣料品の売上が順調に推移しており、客
の外出機会の増加がうかがえる。今後、消費者による
都心への回帰が一巡すれば、郊外店にも波及してくる
と予想される。

○
百貨店（管理担
当）

お客様の様子 ・今月後半から冷え込みが厳しくなり、冬物商材が少
しずつ動き出している。

○

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・インバウンド売上が、かなり好調に推移している。
特に、海外の高級ブランド品や時計が、円安の影響も
あって売上を伸ばしている。免税売上も2019年の水準
を大幅に上回る状況である。国内客についても、特定
の海外ブランド品に対して、今までにないような需要
がみられる。

○

百貨店（売場マ
ネージャー）

来客数の動き ・海外からの観光客の増加が顕著であり、景気全体と
しては上向きである一方、国内需要は厳しい状況にあ
る。現状は、個人の消費意欲が喚起されているとはい
えない。

○

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・店舗への来客数はかつてに近い水準となり、店舗の
周辺地域を訪れるインバウンドも、ほぼ以前のピーク
に戻ったと感じる。インバウンドの購買動向について
は、化粧品といった特定商品だけでなく、海外特選ブ
ランドの衣料品など、多くのブランドに広がってい
る。直近では、特に海外富裕層の来店が目立つ傾向に
ある。

○
百貨店（宣伝担
当）

来客数の動き ・インバウンドに加え、大阪・関西万博関連のイベン
トや秋の行楽シーズンで来街者数が増えており、来客
数が前年を大きく上回っている。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・衣料品の販売点数の前年比は105％と、久しぶりに
前年の実績を上回った。ただし、在阪球団の優勝記念
セールの恩恵が大きく、数字だけをみるとやや上向き
ではあるが、クリアランスセールの影響を除くと、余
り変わらない。

○
スーパー（企
画）

単価の動き ・インフレの動きに見合った昇給が実現していること
で、食品小売業では商品単価が上昇し、売上の増加に
つながっている。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・様々なイベントが開催され始めたため、販売量は増
えている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・通勤客や通学客の来店は、かつての水準に完全に
戻っている。インバウンド需要も回復しており、来客
数の増加傾向が続いている。

○
衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・来客数は横ばいであるが、平均単価が上昇してい
る。ボーナス支給による影響とみられるが、業界に
よって支給額に差がある。

○

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・販売台数が、かつての水準に戻ってきた雰囲気が強
い。乗り換える時期が来れば、しっかりと乗り換える
動きがみられ、以前のような延期が散見される状況で
はない。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・11月に入り、中型から大型の宴会需要が増えてい
る。単価も低い物に比べて、少し高い方が好まれる。
少人数での利用者は横ばいであり、個人店の景気が急
激に良くなっているとはいえないが、活気は戻りつつ
ある。繁華街では国内の観光客やインバウンド需要も
増えており、街全体では回復に向かっている。

○
都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・宿泊客の動きは堅調であるが、飲食関係、特にレス
トランのディナー客の回復が遅々として進まない。

○
都市型ホテル
（管理担当）

販売量の動き ・前年比で客室稼働率は約16ポイント上がり、客室単
価も約１万円上昇しているなど、好調となっている。

○
都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・インバウンドの需要増加が続くなか、国内客の需要
も安定している。客室稼働率が上昇するとともに、単
価も上昇している。
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○

都市型ホテル
（販売促進担
当）

来客数の動き ・宿泊数はかつての水準を下回っているが、今年の流
れをみても宿泊者数が多く、安定している。レストラ
ンはランチの一部がビュッフェ形式であるが、インフ
ルエンザの流行もあり、感染を気にする客がみられ
る。一方、まだかつての来客数には戻っていないが、
宴会は上向き傾向にある。

○
旅行代理店（役
員）

販売量の動き ・前年は全国旅行支援で良かったため、今年は反動減
を懸念していたが、国内旅行、海外旅行共に単価が上
昇している。

○
通信会社（社
員）

販売量の動き ・総販売数は３か月前よりも落ちているが、代理店別
販売シェアをみると、３か月前よりも改善しており、
他社には売り勝っている。

○
通信会社（役
員）

それ以外 ・今年度の下期に入り、通信事業者のキャリアショッ
プ運営方針について、手数料の条件が一部で変更と
なっている。

○

その他レジャー
［スポーツ施
設］（業務担
当）

来客数の動き ・スポーツの秋が到来したほか、世界大会での日本人
選手による好成績、プロ野球の関西ダービーなど、ス
ポーツを楽しむ気運が高まっているため、施設利用者
や関連用品の売上の増加が徐々に進んでいる。

○
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・不動産の販売価格や建築価格は高止まりしている
が、客の数は微増となっている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・飲食店の売上が前年を上回っている一方、服飾品な
どの買い回り品の売上は、かつての水準に戻らない状
況が続いている。

□
一般小売店［事
務用品］（経営
者）

販売量の動き ・全体的に停滞気味であり、投資もできない慎重な景
気状況となっている。

□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は売上目標を達成する見込みである。前半は気
温の影響もあり、冬物商材の販売に苦戦したものの、
中旬からは回復している。客は少し価格が高くても、
価値のある商品は購入する傾向が強い反面、価格が安
くても魅力のない品は購入を控えている。その傾向
は、より一層強くなっている。

□

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・11月前半は気温が高かった影響もあり、インバウン
ドを除いた国内売上は厳しい状態が続いた。インバウ
ンドについても、月中旬までは動きが少し低調であっ
た。その後、月後半になって気温が低下し、国内売上
は復調傾向となったほか、インバウンドも紅葉シーズ
ンの本格化などで、関連売上が回復している。

□

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月は在阪球団の優勝セールも一段落し、その反動
で来客数が少し減少したため、売上も落ち着いた状況
にある。一方、急激な気温の変化により、冬物衣料や
マフラー、手袋といった洋品雑貨が好調に推移してい
る。

□

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・今月も来客数が堅調で、日用品や食品を中心に前年
を上回る推移となっている。ただし、大きな動きの変
化はなく、ファッション関連は気温要因で月前半は苦
戦し、後半は好調となった。インバウンドはそれほど
増えておらず、以前からも元々多くないため、街全体
としての魅力づくりが必要となっている。

□

百貨店（営業推
進担当）

来客数の動き ・暖冬の影響で重衣料の動きが鈍く、月前半はニット
やコート等の売上が前年比で40％減であったが、後半
に盛り返したため、前年比では増加傾向が続く見込み
である。

□
百貨店（販売推
進担当）

来客数の動き ・インバウンドは引き続き好調に推移しているが、地
方圏では売上、来客数共にほぼ前年並みにとどまり、
お歳暮商戦も苦戦気味である。

□

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・全体的にはインバウンド需要の増加で良くなってい
るが、消費の鍵となる国内の現金客は、節約志向のた
めか、前年並みの推移となっている。好調分野は化粧
品や特選品であり、買上数量は減少しているが、商品
価格や客単価の上昇が続いている。その一方、生鮮３
品や和洋酒、紳士服は苦戦しているなど、分野によっ
て明暗が分かれている。
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□

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・コロナ禍の収束以降、外商客やインバウンドの増加
が売上をけん引している。また、最近の気温低下で冬
物商材の売行きが堅調であり、売上の増加が続いてい
る。ただし、富裕層を除いた国内客が増えているとは
いえず、客との会話からも、相次ぐ値上げのほか、税
負担や社会保障負担の増加に対する懸念から、消費に
積極的になり切れない雰囲気がある。

□
百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・全体的に景気は上向いているが、前年は全国旅行支
援のクーポン利用で、県外からも多くの客が来店した
ため、売上や来客数は前年を下回っている。

□

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・11月は在阪球団の優勝セールや、気温の低下による
追い風があり、売上は大きく伸びた。ただし、売れて
いる商品はセール対象の商品が中心で、商品単価や客
単価は低下している。客の買い方をみると、価格優先
の傾向が目立ち、定価販売の商品は苦戦している。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・物価の上昇に収入の増加が追い付かず、少し良い物
を通常の価格で販売しているつもりでも、高いと受け
取られている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・商品単価の上昇により、購買頻度や点数が減少する
状況に大きな変化はない。

□
スーパー（店
員）

お客様の様子 ・野菜の価格は少し下がってきたが、まだ高い。他の
商品も値上がりしているため、メニューに悩む客が増
えている。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・直近は大きな変化もなく、安定している。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・ブラックフライデーは年末商戦の前しょう戦として
定着してきたが、大きな盛り上げには至らず、年末に
向けてやや不安が残る。冬物商材も高めの気温の影響
で苦戦していたが、ようやく動き始めた。物価の上昇
が続くなか、年末年始商戦が盛り上がるかどうかが、
今後の鍵となる。

□
スーパー（販売
促進担当）

来客数の動き ・値上げによる購入単価の上昇に対し、予想したほど
の来客数の減少はなく、売上は前年の水準を上回る状
況が続いている。

□
スーパー（企
画）

販売量の動き ・インフレによる単価の上昇に伴い、販売量は３か月
前から前年割れが続いている。

□

スーパー（社
員）

来客数の動き ・コロナ禍以降、客は一度に多くの買物を行うもの
の、来店頻度が少ないなど、来店を控える傾向が続い
ていた。ようやく今夏以降、来客数が増加する店が増
えるなど、堅調な売上が続いている。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数はほぼ横ばいであり、客単価にも変化がない
など、ここ数か月は特に変化がみられない。

□
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・近隣の24時間営業のスーパーが閉店し、少し来客数
が増えたように感じるが、業績への大きな影響はな
い。

□
コンビニ（店
員）

お客様の様子 ・特に変化はみられず、客の様子や来客数も安定して
いる。夜間の売上が増え始めたことは、１つの変化と
考えられる。

□
衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・物価が上がっているため、客の購買意欲が低下して
いる。

□
家電量販店（店
員）

来客数の動き ・近隣に競合店が増えたほか、在阪球団の優勝セール
で客足が他業種に流れ、来客数の減少が進んでいる。
また、買い控えの動きも目立つ。

□
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・暖冬の影響で暖房器具の動きが鈍く、例年は秋商戦
に動く調理家電の売上も、軒並み前年を下回ってい
る。

□
乗用車販売店
（営業企画）

お客様の様子 ・先行きの不透明感が強まり、様子見の動きが増えて
いる。

□
乗用車販売店
（支店長）

販売量の動き ・商品の単価は高くなっているが、販売量が芳しくな
い。年末に向けて、様子見の動きがある。

□
その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・物価の上昇が続いているため、下がり始めると雰囲
気は変わってくる。

□

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

お客様の様子 ・売上は好調であったが、粗利益は減少している。来
客数も前年の水準には届かず、今月は月２回、全商品
が８％割引となるクーポンを発行し、ポイントサービ
スを２倍に増やしても、売上は減少している。
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□
その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・資産価値を重視する宝飾品の購入よりも 旅行や飲
食、娯楽といった、後に残らない物に消費が向かって
いる。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経理担
当）

販売量の動き ・ガソリンの販売量は前年比で横ばいの推移となって
いる。今の時期は、夏季の需要と年末年始の需要に挟
まれ、元々販売量が伸びない時期であるが、週末を中
心としたレジャー需要は根強い。

□

その他専門店
［医薬品］（管
理担当）

販売量の動き ・気温の変化に伴い、感冒薬などの医薬品の売上は順
調に伸びているが、マスク等の衛生、介護用品は減少
傾向が続いている。その一方で、食品等の生活必需品
は堅調に推移している。月全体では、来客数、買上点
数は３か月前と比べて微減であり、客単価や商品単価
は微増となっている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（総
括）

販売量の動き ・売上は前年比で104.8％となっている。物価の上昇
や実質賃金の減少で、消費意欲は鈍化傾向にあるが、
インバウンドによる消費は好調である。

□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（オペレー
ター）

販売量の動き ・マスクなどの注文が落ち着き、衣類の受注量にも変
化がない。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・暑くなったり寒くなったりと、気候が安定しないほ
か、インフルエンザの早期流行による影響で、客足が
伸び悩んでいる。

□

一般レストラン
（企画）

販売量の動き ・前月までは販売量の増加がみられたが、今月に入
り、３か月前と同じ水準に戻っている。2019年比では
110％以上の水準が維持できているものの、前月より
も５％程度減っている。

□

その他飲食［自
動販売機（飲
料）］（管理担
当）

販売量の動き ・インバウンドの動きは非常に好調であるが、物価の
上昇が生活の圧迫につながっており、景気が上向いて
いるとは思えない。

□
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・コロナ禍による影響が３年間続き、ようやく少し解
放されたが、景気にはまだ底力がみられない。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・コロナ禍は収束したが、2019年以前のような、忘年
会や新年会の予約は少ない。

□
観光型旅館（経
営者）

お客様の様子 ・間際予約がよく動いており、かつての水準よりも良
くなっている。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・朝晩は寒くなってきた影響もあり、タクシーの利用

が増えている。

□
テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・景気は消費者の気分に大きく左右される。世の中の
雰囲気として、景気が上向くような話題もないため、
良くなる要素がない。

□
遊園地（経営
者）

来客数の動き ・前年と比較しても、大きく伸びている実感はない。
物価の上昇を含めた現状に、客が良い意味でも悪い意
味でも、適応している。

□

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

販売量の動き ・イベントの開催はかつての状況に戻り、活況となっ
ている。ただし、各イベントでの固定費の上昇や、経
費の削減によるイベントの縮小など、かつてとは少し
状況が変わったと感じる。

□

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

販売量の動き ・インバウンドは引き続き好調で、特に韓国からの団
体客が多い。一方、中国からのインバウンドにはまだ
大きな動きがみられない。

□
美容室（店長） 単価の動き ・新しく販売された商品が、宣伝効果もありよく売れ

ている。結果として客単価は上がっているが、来客数
は減っているため、良くも悪くもない状況である。

□

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・有効な経済対策は見当たらず、賃金の上昇もみられ
ない。

□
その他住宅［展
示場］（従業
員）

単価の動き ・資材価格の高騰に伴う、建築単価の上昇傾向が現在
も続いている。
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□

その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

販売量の動き ・仕事はあるが、それをこなす作業員の数が足りてい
ない。人材不足が深刻で、あらゆる面でベテランと新
人の差が激しく、ベテランに仕事が集中する構図がで
きている。Ｚ世代といわれる新人層は、並以下の評価
とならざるを得ず、戦力としては期待できない。

□

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・不動産価格の上昇は継続中で、実需層、特に１次取
得者向けの販売現場では動きが停滞している。一部の
物件では値引き販売も始まっているが、高価格帯の物
件は堅調な販売となっている。

▲
一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・寒くなり、冬物衣料に目立った動きが出る時期であ
るはずが、来客数が減っている。消費者からも物価の
上昇に関する声が多く、販売単価も伸び悩んでいる。

▲

百貨店（売場マ
ネージャー）

来客数の動き ・来客数は３か月前までは増加が続いていたが、10月
以降は鈍化傾向にある。特に、９月から11月前半は残
暑等で高めの気温となったため、衣料品を中心とした
秋冬商材の動きが悪く、来客数も減少傾向であった。
加えて、食品や衣料品などの価格上昇もあり、消費も
厳しい状況となった。一方、インバウンドは円安傾向
もあり、地方都市でも好調な動きとなっている。

▲

スーパー（企画
担当）

競争相手の様子 ・ドラッグストアや大型商業施設のほか、関東系の食
品スーパーといった競合店の出店ラッシュによる影響
を受けており、売上の減少が避けられない状況になっ
ている。

▲

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上は前年比で２～３％減少しているが、インバウ
ンドを含め、来客数は５％ほど増えている。１人当た
りの平均単価が４～５％下がっているため、商品の欠
品を減らすために努力していく。

▲
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・気温の低い日が多くなり、温かい物は売れ始めてい
るが、まだ冷たい商品ほどは売れていない。

▲
家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・暖冬の影響か、全体的に販売量が少ない。

▲
家電量販店（店
員）

来客数の動き ・物価の上昇が続くなか、消費マインドの低下で、必
要最低限の物しか買わない傾向がある。ぜいたく品の
購買意欲は低く、来客数の減少につながっている。

▲

家電量販店（人
事担当）

来客数の動き ・観光などの行楽が好調なこともあり、買換え以外の
家電製品の購入は厳しい状況にある。また、物価の上
昇で必要最低限の購入に絞られるほか、来客数も前年
を割り込んでいる。

▲
その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・販売価格が前年よりも上がっているため、売上は増
えているが、販売数量は減っているため、消費は冷え
込んでいる。

▲
旅行代理店（店
長）

来客数の動き ・例年11月は閑散期に当たり、来客数や販売額が落ち
るが、今年は特に悪いと感じる。

▲
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・コロナ禍収束後の旅行需要の勢いはなくなったと感
じる。また、海外旅行の販売量はかつての４割程度に
とどまる。

▲

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・物価の上昇により、客の旅行用資金が、生活必需品
の購入に充てられるといった話を聞く。これまで年末
年始は毎年旅行をしていた客も、今年はやめておくと
いった声や、宿泊数を減らす動きが出ている。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・物価の上昇や、タクシー料金の値上がりで、年末に

向けて財布のひもが固くなっている。

▲
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・原材料費や人件費の増加により、利益が圧迫されて
いる。

▲
通信会社（営業
担当）

競争相手の様子 ・競合相手が魅力的なキャンペーンを実施したため、
そちらに客が流れている。

▲
その他レジャー
施設［複合商業
施設］（職員）

お客様の様子 ・インバウンド関連が好調に推移し、衣料品の動きも
堅調であるが、度重なる値上げによる買い控えの影響
が広がっている。

▲
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・流通在庫が増えつつある。

▲

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・新築分譲マンションの販売価格は上昇が続いている
が、都心部では価格の上昇に消費者が付いてきている
一方、郊外の物件は一部で売行きが鈍化し始めてい
る。

▲
住宅販売会社
（総務担当）

単価の動き ・建築資材価格や人件費の上昇に伴う価格転嫁の影響
が、受注面にはっきりと出始めている。
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×
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・消費者の購買意欲が低調で、最低限の消費で我慢し
ている。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・11月は前年比で来客数が１～２割減となり、売上も
減少している。

×

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・契約後でも、他社の価格の方が安ければ、キャンセ
ルを求められる。これまで見積りの段階で競合に負け
ることはあったが、契約後はなかった。契約後のキャ
ンセルを普通に求められる状況は、客だけでなく、競
合他社の営業体制による影響も大きい。なりふり構わ
ず契約を確保する体制には疑問がある。

×

住関連専門店
（店長）

それ以外 ・インボイス制度の導入によって、企業との取引に悪
影響が出ている。納税事業者になると諸経費もかさ
み、値上げは10％だけでは済まなくなるため、現状は
免税事業者のままである。ただし、取引先が負担を避
ける傾向は強く、受注までの商談時間が延びているほ
か、免税事業者というだけで、最初から門前払いの
ケースが多発しており、非常に商売がやりにくい環境
となっている。

×
通信会社（社
員）

販売量の動き ・契約の新規獲得に対し、解約数の増加が止まらず、
純増数は大きく減少している。

×
競輪場（職員） 単価の動き ・３か月前の客単価は9383円であったが、今月は8461

円に低下している。

◎
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・Ｗｅｂ媒体、紙媒体共に、広告売上が前年を上回っ
ている。

○
食料品製造業
（営業担当）

取引先の様子 ・インバウンドの増加による効果もあり、今月も外食
企業への飲料水の売上が少し増えている。

○
繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・需要期であるため、受注状況はやや良くなっている
が、かつての水準には戻っていない。

○
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・車載用の電装品や、半導体向けを中心に、出荷量が
増えている。

○
輸送用機械器具
製造業（役員）

受注量や販売量
の動き

・コンベアの修理部品の売上は、国外向け、国内向け
共に少し増えている。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・年末に向けても、交通広告の受注が増えている。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注量は少し増えているが、低額品だけが増えてお
り、利益は少ない状態である。物は動いているが、消
費者が安価な商品に流れる傾向が続いている。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

競争相手の様子 ・競合相手が暇なようで、新規取引先への訪問を繰り
返している。

□

窯業・土石製品
製造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・物価の上昇、円安傾向共に、少し落ち着いたもの
の、度重なる値上げで家計が圧迫されるなか、業種に
よって明暗が分かれる形となっている。当社はうまく
値上げが浸透しており、受注量や販売量も順調に推移
するなど、景況感に変化はない。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここまでの景況感は良くなく、上向いている感覚は
ない。

□
一般機械器具製
造業（設計担
当）

受注量や販売量
の動き

・為替の変動や物価の上昇が進んでいるが、コストの
見直しも進み、市場には少し落ち着きが出てきてい
る。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・日本の景気は全体として良くないが、半導体業界に
限っては期待が持てる。ただし、これまでの半導体分
野を振り返ると、始めは良いが、徐々につまずくこと
が多く、日本の技術力にも不安を感じざるを得ない。

□
電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・在阪球団の優勝セールもあり、洗濯機や冷蔵庫、エ
アコンといった大型商材で、前年を上回る荷動きを示
している。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・売上は微増であるが、受注が増えてこない。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年末にかけて、新規案件の引き合いが落ち着いてき
たと感じる。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量は横ばいであるが、技能労務者の不足によ
り、工賃が上昇気味である。工期が長い案件は、業種
によっては賃金が上乗せとなる可能性もある。

□
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・客との会話では、受注状況は３か月前から大きく変
わっていない。

企業
動向
関連

(近畿)
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□
金融業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・仕入価格の高騰が著しく、販売価格への転嫁が追い
付いていない状態であるため、回復にはまだ時間が掛
かる。

▲

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・地元の取引先への販売が減少しているため、地方の
小売店による販売会に参加している。出張経費が増え
る一方、集客の減少で販売量は減っている。今後もこ
の傾向は続くと予想される。

▲
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注数が減っている。他社に負けているのではな
く、取引先による計画の先送りが原因であり、全体的
に動きが鈍い。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・下半期での自動車関連部品の発注内示が、欧州、中
国向けを中心に大幅な下方修正となっており、荷動き
が悪化している。

▲
その他製造業
［履物］（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・インフレ傾向が買い控えの動きにつながっている。

▲
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・電気製品の売行きがかなり落ち込んでおり、臨時の
配送も非常に少ない。経費は上昇しているが、運賃の
値上げ交渉は大変困難である。

▲
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・配達件数が約30％落ち込んだまま、上向いていな
い。

▲

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・物価の上昇で先行きの不安感が増し、とてもではな
いが購買意欲が高まる雰囲気ではない。最近は安売り
店に関する報道をよく見掛けるが、消費者は安かろう
悪かろうの商品を選ぶようになっている。このような
状況では、ますます商売を続けることが難しくなる。

▲

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・駅ナカでは、酒類を提供する飲食店が好調に推移す
る一方、物販店舗はターミナル駅を除いて下降傾向に
ある。インバウンド効果もターミナル駅以外には及ん
でおらず、国内消費が冷え込むなか、苦戦を強いられ
ている。

▲
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・電話での問合せや見積依頼の動きが良くない。その
ため、受注も減少している。

×
その他非製造業
［電気業］（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・物価上昇の動きが収まらない。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（管理担当）

求人数の動き ・街に訪日外国人があふれ、観光産業がますます活気
付いている。それに伴い、求人数が増加し、求人単価
も上昇している。

○
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

それ以外 ・円安傾向は続いているものの、インバウンドの増加
によって景気は全体的に良くなっている。

○

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で増加となった。増加率が高
かったのは、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、
運輸・郵便業、建設業の順であり、業況は各業種とも
回復傾向となっている。

○

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・2024年卒の新卒採用において、当社で大学向けに調
査を行ったところ、求人数の増加や来校企業の増加を
実感する大学が７割近くに上った。実際に声を聞いて
も、これまで実績のなかった企業も来校しているよう
で、新卒採用での景況感の好転がみられる。

○

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・医療系の求人を含む雇用環境は、年明けの国家試験
の結果を踏まえ、採用や求職活動が始まるが、今年は
前倒しの傾向がみられる。コロナ禍の収束に伴い、人
手不足が続きそうであるため、採用の増加を期待して
いる。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・レジャー産業はオーバーツーリズムといわれるにぎ
わいであるが、国内消費が伸びる要因が見当たらな
い。

□
人材派遣会社
（役員）

周辺企業の様子 ・インフレは少し落ち着いたようにみえ、ブラックフ
ライデーなどの消費を喚起するイベントは行われてい
るが、消費者の動きは慎重である。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・業界の中間決算の状況をみても、増収増益の企業は
僅かである。減収減益企業による人材派遣の時給相場
は上がっていない。

雇用
関連

(近畿)
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□
アウトソーシン
グ企業（社員）

雇用形態の様子 ・最低賃金が改正されたが、派遣料金が上がることは
なく、仕事内容や雇用条件も変わらない。

□

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

それ以外 ・円安が続いており、秋の観光シーズンを迎えた関西
の観光地では、外国人観光客が増えている。これに伴
い、飲食店やホテル、百貨店などの売上は引き続き堅
調に推移している一方、関西には国内で事業を展開す
る中小製造業も多く、円安による原材料価格や燃料費
の上昇に苦しんでいる。業種ごとの好不調が相殺し合
う状況は、今後も続くことが予想される。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・関西では在阪球団等の優勝による盛り上がりや、イ
ンバウンドの増加といった好材料はあるが、物価の上
昇で消費意欲が低下している。それに伴い、関西の地
元企業からの新聞広告や、デジタル広告への出稿状況
には変化がみられない。

□
職業安定所（職
員）

それ以外 ・前月から大きな変化はないが、新規求職者、新規求
人共に、減少傾向にある。

□

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・求人の充足数の前年比は、８月はマイナスであった
が、９～10月は堅調な推移となっている。ただし、11
月に入ると求職者の動きが鈍くなり、充足数の伸びも
鈍化している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比でやや減少しているが、前年の
10～11月に、宿泊・飲食業の求人が大幅に増えた影響
である。

□
民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・求人数は例年どおりであるが、求職者が少ない。他
社との競合もあって、派遣の成約につながりにくい状
況である。

□

民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・求人数の動きは少し鈍くなっているものの、増加傾
向は続いている。景気の悪化を示すような、求人の減
少要因は見当たらないため、今後も横ばいでの推移が
予想される。

□
学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・内定辞退者を補完し、計画どおりの採用ができたと
いう企業が増えているが、景気の回復によって求人数
が増えているわけではない。

□

その他雇用の動
向を把握できる
者

求人数の動き ・有効求人数の季節調整値は、前月比で0.8％減と２
か月連続で減少しているが、18か月連続で20万人を超
えており、依然として底堅い推移がみられる。ただ
し、特に建設業や製造業では、29人以下の企業からの
求人が前年比で大きく減っているなど、物価の上昇に
よる影響を受けやすい小規模企業が厳しい状況にあ
る。

▲
学校［大学］
（就職担当）

それ以外 ・全ての商品が値上げとなるなか、一部の企業は価格
転嫁できているが、中小企業は難しい。また、消費者
は生活への不安から、消費を減らしている。

× － － －

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
高級レストラン
（事業戦略担
当）

来客数の動き ・景気は相変わらず良い。

◎

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・10～12月は宿泊だけでなく、レストランや宴会も
2019年の新型コロナウイルス感染症発生前と比べても
３～５％くらいの伸びがある。ただし、婚礼に関して
は2019年と比べ2023年は20％以上の減収となってい
る。2019年と比べ婚礼組数は25％減少し、単価は５％
上がっているような状況である。

◎
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の心配もなく、客からの
旅行の相談も多いため、景気はこれから大いに上昇す
るのみである。

◎ タクシー運転手 来客数の動き ・今月は観光客の動きが大変活発だった。

○
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

販売量の動き ・仕入価格の上昇で販売価格も上がっているが買い控
えは感じない。

○

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・３か月前と比べ売上の前年比増加率が拡大してい
る。また、家族連れでの来店が目立つようになったこ
とから家計のなかでも外出に支出する割合が増えてい
る。

家計
動向
関連

(中国)
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○
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・数百万円の美術品数点や数十万円のブランドの洋服
などが売れた。

○
スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は前年比97％、販売量は前年並みとなってい
るが、単価が前年比105％と上昇しているため、売上
につながっている。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・食料品中心に販売点数の増加がみられる。値上げ
ラッシュも現状はピークを越しており、自社のプライ
ベートブランド製品が好調に推移している。クリスマ
ス、年末年始に向け準備商品等の動きが順調である。
気温の低下とともに食品も衣料品も売れるべき商品の
動向が良くなってきている。客の節約意識はディスカ
ウントへ向いている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・３か月前と比べると、来客数は回復しているが、店
の前の工事の影響で、前年を下回っている。ただし、
来月、再来月になると、来客数は徐々に増加する。

○
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・急に寒くなったので、季節商材の売上が増加してい
る。また、リニューアルオープンセールを開催したこ
とで、来客数や売上が増加している。

○
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・季節商材が動き始めて３か月前よりは良い。しか
し、前年同月比は悪い。

○
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症発生前と同じような状況
になりつつある。

○
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・秋の観光シーズンで集客は増加した。また、以前は
個人観光客ばかりだったが、インバウンドの団体客も
増加してきた。

○
都市型ホテル
（宿泊担当）

単価の動き ・宿泊においては客室平均単価が前年の119％と高い
水準で販売ができている。また、年末年始の宴会イベ
ントにおいても好調な販売ができている。

○
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・今月は、神在月となり例年出雲大社への参拝などの
観光や大会のトップシーズンとなる。また、インバウ
ンドも増加傾向となり堅調に推移している。

○
タクシー運転手 販売量の動き ・これ以上ボーナスの査定を良くすることができない

ほどの売上を上げている乗務員が営業所全体の２割程
度もおり、売上はかなり良くなっている。

○
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の要望から判断すると、景気はやや良くなってい
る。

○
ゴルフ場（営業
担当）

競争相手の様子 ・予約状況、来客数、売上がいずれも良い。単価上昇
が図れている。

□
商店街（理事） お客様の様子 ・暖冬であるとか、新型コロナウイルス感染症がまだ

終息していないとか、本来の状況ではないことから、
客の購買意欲がやや低下し、景気が停滞している。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・景気が悪くなっている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・買物客は若干増加しているが、消費に結び付いてい
ない。

□

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・地元に来る観光客の動きは良くなってきた。また、
イベントも元どおり開催されるようになり、活気が
戻ってきた。しかし、消費は低迷し、売上は伸びてい
ない。

□
一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

単価の動き ・近くの街全体は人出が増えてにぎやかになっている
が、売上が伸びている店と伸びていない店が分かれて
いる状況である。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・景気が多少上向きと感じるときもあるが、長続きし
ない。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・バーゲンセールが好調で売上が前年を大幅に上回っ
ているが、景気が良くなったわけではなく、価格が下
がったため購入しやすくなっているからだとみられ
る。

□
百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・来客数が減少しておらず、イベント内容によっては
来客数が伸長することもあるが、売上に大幅な増減は
なく、ほぼ横ばいが続いている。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・月央から販売量の伸びが鈍化した。気温が下がり、
重衣料などの高額商品に動きが出てくると思っていた
が、客が12月から始まるプレクリアランスセールを
待っているため、厳しい状況になっている。
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□
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・気温が高い日が続き、冬物衣料品の売行きが厳し
い。比較的単価の低い秋物の薄手の商材に売上がシフ
トし単価下落と来客数減少につながっている。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・七五三、ボジョレーヌーヴォー解禁、ブラックフラ
イデーなど広告にて販売を強化するが月間トータルの
来客数はほぼ前年並みの99％で推移している。チラシ
内容や店舗の企画によって来客数が増える日もある
が、その他の日は来客数が減少する傾向である。

□
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・単価は変わらないが、買上点数が減っている。

□
スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・値上がりの影響で売上や客単価は上がっているもの
の、来客数や販売数量は微減である。

□
スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・１品単価の上昇により、売上は前年を上回っている
が、１人当たり買上点数及び来客数は前年を下回る状
況が続いている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・大きな変化は感じないが、物価上昇の影響が少しず
つ出てきているようにも感じる。季節指数を除いても
１人当たりの販売点数は確実に伸びてはいない。

□
コンビニ（副地
域ブロック長）

単価の動き ・客単価が前年と比べ下落している。特に高単価のた
ばこ、デザートについて数値が悪化しており、客のし
好の変化や節約志向も関係していると思う。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・景気の良い話を周りから聞かない。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・店の展示会以外でも、客が着物を買いに来るように
なった。

□
衣料品専門店
（代表）

販売量の動き ・サラリーマンの可処分所得が実質的に減っているな
かで、物価が高くなっている。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年のコロナ禍の８割程度で、イベントを
開催しても以前のような客の反応がない。

□
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・来客数が戻っておらず、現状では前年の90％であ
る。

□
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・11月の販売量は前年と変わらない。

□
乗用車販売店
（業務担当）

販売量の動き ・生産は安定しているが、景気は変わっていない。

□
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・販売量は余り変わらないが、今後の業績は、この冬
が寒いか暖かいか、雪が降るのか降らないのかなど天
候に左右される。

□
その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・観光バスを利用する来客数が増えたが、個人客はむ
しろやや減っている。そして両者に共通しているのが
購入量や購入金額がシビアになっている点である。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・気温が高く秋冬物が不振だったが、ここに来て気温
が下がり、トータルでみると若干前年を上回ってきて
いる。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・夏場は、１人当たりの支出は多くなかったが、比較
的客は多く、イベントや土日などの来客数も多かっ
た。ただし、景気にそれほど変化があるようにはみら
れなかった。紅葉シーズンに来客数が増加し、客の購
買意欲が上昇することを期待していたが、期待ほど変
化はなかった。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・行楽シーズンで人出が増えるとみられたが予想以上
ではなかった。

□

一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・当月はインバウンドの客が非常に多く、新型コロナ
ウイルス感染症発生前の水準まで増えている。一般の
客も８月以降前年比10％以上増加しており回復傾向が
続いている。

□
観光型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・秋の行楽シーズンで10月も順調に宿泊や宴会の利用
があったが今月も同様に予約が入ってきており、部屋
が取れないため断る日が多くある。

□

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・個人旅行需要については堅調ではあるものの、供給
が追い付いておらず客の希望内容で手配できない事象
が多く発生しており、申込みが先延ばしになってい
る。法人を始めとする団体需要もまだ回復基調ではな
く、県内へ来る客は宿泊販売状況より増加しているが
県外へ出発する団体は少ない状況が続いている。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・３か月前と比較すると良い状態を維持しているが、

更に良くなっているという感じはない。
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□
タクシー運転手 来客数の動き ・３か月前と比べると少し乗車率が悪く、景気は足踏

み状態である。

□

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・モバイル・スマートフォン関連の商材、サービスへ
の引き合いは、コンスタントに受注している。固定系
ネットの商材に関しては、多くはないものの一定数変
わらずある。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の外出機会が増加し、来客数も徐々に回復してい
る。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の節約傾向が続き、髪を切る間隔や消費動向に変
化がないため、景気も３か月前とさほど変わっていな
い。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・物価の上昇が続くなか、建築費の高騰や人手不足か
ら、数少ない新築住宅の引き合いもまとまらないケー
スが多い。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・コロナ禍からの回復基調も一段落して、景気は落ち
着いた感じがある。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街に新規出店した店も集客に苦戦している。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・安い商品でもなかなか買ってもらえず、苦戦してい
る。

▲

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・来客数が前年を下回っているが、それ以上に衣料品
の売行きが落ち込んでいる。気温が下がらずコートな
どの羽織やニットなどの売上が大幅に前年を下回って
いる。薄手のニットやカットソーなどは順調だが低単
価のため、衣料品全体の売上は前年比マイナスとなる
見込みである。

▲
百貨店（外商担
当）

単価の動き ・来客数、売上がいずれも微減となっている。

▲

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・行動範囲が比較的広い40～60歳の年齢層を中心に、
来客数が減少傾向にある。近県の商業エリアに客が流
出し、週末中心のイベント等でも集客が厳しくなって
いる。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・数値に客が無駄な物は購入しないという感じが表れ
ている。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・前月までは来客数が前年を上回っていたが、今月に
入り、前年を下回っている。売上は値上げの影響で増
加している。

▲
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・暖冬の影響から冬物消費が落ち込んでおり、来客訴
求につながっていない。

▲
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・インフレによるコスト高に売上が追い付いていな
い。

▲
家電量販店（副
店長）

販売量の動き ・来客数は前年の97％程度、購入客数は前年の80％程
度である。単価は上がっているが、販売量が落ち込ん
でいる。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・価格高騰や目新しい商品がないため、景気はやや悪
くなっている。

▲
乗用車販売店
（リース担当）

販売量の動き ・来客数がかなり減少し、新車販売もサービスの売上
も減少している。

▲
乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・販売できる車種が少ないこともあるが、商談自体が
発生しない。

▲

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・数か月前の市場の動きと比較すると、来客数は若干
増えているが、販売には至らず、低迷状態が続いてい
る。傾向としては、関心はあるが、そこから後は、慎
重になっていて結果には現れていないのが現状であ
る。

▲
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・月額契約の商品について、60歳以上特に70代の解約
が増加傾向にあり、家計の引締めがより厳しくなって
いる。

▲
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・客が価格が低い物を探している様子がみられる。

▲
放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・料金の延滞率が上昇傾向にある。

▲
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・新規、既存いずれも来客数が減少している。また、
予算規模の上昇がみられず、客の様子見が続いてい
る。

▲
住宅販売会社
（営業担当）

販売量の動き ・販売数が例年と比べ落ち込んでいる。
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▲
住宅販売会社
（営業所長）

販売量の動き ・10月より引き合い件数が30％程度減少し、検討単価
も低下している状況である。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・人の動きが悪いため、来客数も非常に少ない。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症発生前のように秋祭りや
収穫祭りなどの地域イベントが開催され、客が奪われ
た。休日前日や休日のランチタイムの売上は前年の
90％台前半まで減少している。会社関係の飲み会の予
約は入るが、ファミリー客の予約は大幅に落ち込み、
金曜日のディナータイムの売上は前年の80％台で推移
している。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・生産が好調で忙しい。

○
繊維工業（財務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・消費活動が活発になっている。

○
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注の回復度合いは鈍いが、少しずつ回復基調には
あると感じている。

○
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・金属価格が高止まりで推移し、円安効果もあり収益
は予算より伸びてきている。

○
一般機械器具製
造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・自社の引き合い状況に改善がみられた。

○
輸送業 受注価格や販売

価格の動き
・受注が増えている。

○
輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・製造業関連の需要が堅調であり、設備投資の動きも
あり全体の景気が良くなっている。

○

通信業（営業企
画担当）

受注価格や販売
価格の動き

・データセンター関連の販売価格が電気料金等の高騰
に合わせた価格帯で購入が決まる状況が出てきてい
る。電気料金の高騰も理解され始めており、ある程度
受け入れられつつある。

○
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数、成約件数共に約２％増加となっている。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・客からの受注量が増加している状況で、景気は上向
きに進行している。

□
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず単価の高い物の動きが悪い。

□
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べ、季節要因として受注量や販売量は
やや増加しているが景況感としては余り変わらない気
がする。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先の様子を見ると、原料の仕入量に先行き不透
明感があり、販売量も見通しが立てづらい状況であ
る。

□
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・鉄鋼業向け大型案件の納期の谷間でひっ迫感はな
い。このため作業納期に余裕があり時間外労働もやや
少なめとなっている。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・10月以降の動きに大きな変化はない。

□
輸送業（業務推
進担当）

取引先の様子 ・大きなプラス要素や各取引先に目立った動きはな
く、状況は大きく変わらない。

□
金融業（支店
長）

取引先の様子 ・取引先の受注量に変化はなく、また、仕入原価の高
止まりにより利益率の改善が余りみられない。取引先
の様子から景気の変化はみられない。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・11月に入り、徐々に秋冬商材の売行きが良くなって
いるが、10月の販売減少を取り返すまでには至ってい
ない。

▲
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・工作機械業界の取引先からの11月の受注が減少して
いる。３か月前の半分を切る水準にまで落ち込んでい
る。

▲
電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・電子機器部品製造装置関連は設備需要が減少し売上
も減少している。液晶関連においても、巣籠り需要が
減少し売上が落ちている。

▲

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・仕事量はあるが、技術職の稼働が目一杯の状態が続
き、資機材の高騰や納期遅延など不安要素もある。ま
た、時間外労働規制強化に伴う人件費の高騰で受注機
会の損失が予想される。

▲
金融業（経済産
業調査担当）

それ以外 ・個人消費が以前と比べ落ち込んでおり、景気は弱含
んでいる。

企業
動向
関連

(中国)
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▲
会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・顧客の業種によりばらつきが出ている。燃料費高騰
の影響を受けている運送業などは取扱量が減少し、高
速道路通行量も減少している。

× － － －

◎

民間職業紹介機
関（人材紹介・
派遣担当）

求職者数の動き ・人材紹介事業において、登録者数が前月比138％と
なっている。年明けや新年度の入社を目指し、転職活
動が活発化し、企業からの案件受注も増加傾向にあ
る。

○

人材派遣会社
（経営企画担
当）

求人数の動き ・求人需要は旺盛なものの、人材確保が難しく売上に
つながっていない。また、募集時給や法定福利費が上
昇しているが、原価上昇分を価格転嫁できていないた
め、利益率が低下している。

□
人材派遣会社
（副支店長）

求職者数の動き ・年末年始にかけての景気が上向きになるプラス材料
が見つからない。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・新卒・中途の採用状況は良いままである。中途採用
は、新型コロナウイルス感染症発生前より募集企業も
求職者数も増えている状況である。新卒採用は、企業
側の採用充足率が８割弱で、年内をめどに採用活動を
続けている企業が中小企業を中心に多い。中でも技術
職の採用、営業職でも転勤のある営業職の採用は苦戦
している。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・製造業や商社など一部で円安メリットを受けて業績
好調な企業が見受けられるが、求人難が解消できず、
インフレによって需要も減速傾向にある。

□

民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・売手市場のためか、条件面に不服があれば、妥協し
て入社はせず、満足するまで転職活動を続けるという
求職者が増えてきており、企業サイドとしてもその分
活動は停滞し、売上増加に結び付かないでいる。

□
学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・例年同時期と比較し、求人数に余り違いがない。

▲
人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・例年発生している季節需要の案件数が大幅に減少し
ている。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・地域の主要産業である製造業や建設業の新規求人数
の減少幅が大きい。

▲
職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・10月の新規求人数の受理件数は前年比で7.8％減少
しており、産業別でも全体的に減少分野が多く、採用
意欲の鈍化がみられる。

× － － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

その他小売
［ショッピング
センター］（総
務部担当部長）

販売量の動き ・11月から開始された地域クーポンが土産・飲食店舗
を中心に多く利用されており、売上に大きく寄与して
いる状態である。

○

商店街（常務理
事）

来客数の動き ・新型コロナウイルスへの感染が無くなったわけでは
ないが、今秋以降は大きな感染の波は起こりそうにな
い状況にまで沈静化している。物価の上昇はあるもの
の、多くの人が新型コロナウイルス感染症発生前の生
活を取り戻せる期待感を持ち、消費も上向いてきてい
ると考える。

○

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・外国人観光客の数が新型コロナウイルス感染症発生
前よりも増加しており、これはレジャー産業にとって
は良い傾向になっている。ただし、顧客の動きとして
以前より夜の引上げが早まっているように感じること
が不安材料である。また、仕入れ等の経費が物価高の
影響を受けて経営を圧迫しており、難しい状況が続い
ている。しかし、顧客の増加は良い傾向にあると考え
ている。

○
スーパー（店
長）

単価の動き ・販売単価上昇の割に販売点数が低下しておらず、結
果として客単価が増加している。

○
スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・来客数が９月以降、前年比100％を超える水準を継
続している。

雇用
関連

(中国)

家計
動向
関連

(四国)
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○
スーパー（人
事）

販売量の動き ・商品単価の上昇がある一方で、販売点数の減少が続
いていたが、少しずつ状況が改善している印象を受け
る。

○

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・来店時にマスクを着用しない人が増加した。客の様
子が新型コロナウイルス感染症発生前の状態に戻った
印象を受け、それに伴い来客数や購買量も増加してい
る。

○

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・今月は、予想されていた暖冬とは異なり、比較的寒
い日も多く、気温には適度な動きがあった。それに伴
い、商品の売行きは２～３か月前は相当厳しかった
が、現状そこそこの単価上昇もみられ、状況が改善さ
れているように考える。

○
その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・年末のお歳暮に関してはまだ早い時期だが、少しず
つ売れており、景気が徐々に良くなっている印象を受
ける。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・11月に当地域で選挙が行われたが、通常、選挙月は
客が減少するが、今回は目減りしていない。さらに、
人手不足でタクシーの稼働率が低いため、ドライバー
１人当たりの客数が増加した。

○
競輪競馬（マ
ネージャー）

販売量の動き ・物価上昇はやや落ち着いてきた印象を受ける。販売
金額もやや上向いてきている。

○
設計事務所（所
長）

販売量の動き ・持ち込まれる情報も多く、仕事の量はあるものの、
人手不足で受けきれないため、景気が良いのか悪いの
か分かりにくいところがある。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・観光客を含めて、来客数がかなり増加している。し
かし、飲食店を中心に人手不足がかなり深刻な状態で
あり、十分な対応ができていない状況になっている。

□

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・飲食店への納品や家庭用の配達においても、販売数
量は横ばいであり、なかなか売上が伸びない。

□
一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・店頭売上は低調であったが、外商売上は好調であ
り、両極端の結果となった。

□

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・物価が上昇し、商品単価も上がる一方、販売点数は
前年を下回っている。結果として、企業としての売上
は増加しているが、増税などにより実質賃金が上がっ
ていないなかで、景気が上向いているかどうかについ
て問われると、プラスマイナスゼロの印象を受ける。

□
コンビニ（総
務）

来客数の動き ・前半の３連休は人流が活発で、売上も前年と比べて
好調に推移したが、気温の低下とともに人流や売上が
鈍化している。

□
コンビニ（商品
担当）

単価の動き ・現在も原材料の価格高騰、販管費、人件費、物流費
の上昇が続いている。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・下見客は増えている印象だが、当日購入するのは急
ぎの方のみという印象を受ける。

□
家電量販店（副
店長）

来客数の動き ・客単価は前年比104％で推移しているが、来客数が
前年比５％の減少が続いているため、売上の伸びがな
い。

□

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・予約状況は安定的に推移している。都市部の宿泊施
設がインバウンド向けにかなり値上がりしており、ま
た、円安傾向の改善で海外旅行も価格が高くなってい
るため、割安感から顧客に選択されている。

□
観光遊園地（主
幹）

来客数の動き ・来場者数の推移をみると、変化はみられない。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・商品の買い控えがあるように考える。

▲
商店街（代表
者）

それ以外 ・主婦の皆さんが食料品などの物価の上昇に悲鳴を上
げている。

▲

一般小売店［文
具店］（経営
者）

販売量の動き ・景気は２か月ぐらい前より悪いと考える。電話注文
や営業活動を行っている割に取引先からの注文が少な
くなっている。よくメーカーや取引先と話をするが、
良い話題が出ないため、年度末に向けて心配である。

▲

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・数か月前と比べ、段々と平日の来店客が減ってきて
いる。繁華街の飲食店では来客がみられるが、それ以
外の店舗は減ってきている。また、来店客の中には単
価の低い商品を選んで購入する人が目立って増えてき
た。
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▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来店頻度が減り、来客数が前年を大きく下回ってい
る。

▲
スーパー（統括
担当）

来客数の動き ・物価上昇により単価が上昇しているため売上は維持
されているが、来客数が減少しているのは良くない傾
向である。

▲
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・来客数、売上、単価共に低下傾向が続いている。購
買意欲の低下というよりも、物価上昇に伴う生活防衛
や節約志向が強まっていると考える。

▲
乗用車販売業
（営業担当）

販売量の動き ・長納期化の影響により、オーダーストップ中の車種
が多い。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車の受注状況が８月以降前年比で減少傾向にあ
り、11月においては更に悪化している。

▲
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・新型車の発表により客の動きがあるが、受注可能車
種・生産可能台数の影響もあり、売上が減少傾向にあ
る。

▲
都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・円安の進行と物価の上昇に対し、個人所得の増加が
追い付かず、個人消費の拡大気運が乏しい状況であ
る。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・毎年９月や11月は売上が低下する時期なので、来月
に期待している。

×

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・とにかく来客数が少なく、地方の小売店は厳しい状
況ではないか。物価の上昇が進んでおり、洋服など商
品の買い控えの可能性も考えられる。他県の同業者か
らの話によれば、外国人観光客が多い都会では売上が
過去最高という話を聞くが、地方では厳しい状況であ
る。

×
衣料品専門店
（営業責任者）

販売量の動き ・今月は暖冬の影響で秋物衣料の売上が前年比84％と
大幅に悪化している。さらに、客の節約志向もあり、
客単価も鈍化している。

◎
通信業（企画・
売上管理）

受注量や販売量
の動き

・上期と比較しても、前年比でみても、受注量が増加
している。

○
食料品製造業
（商品統括）

受注価格や販売
価格の動き

・販売価格を引き上げた結果、利益が大幅に改善でき
ており、これにより来年の給与へ還元できる可能性が
大きくなっている。

○

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・12月から一部商品を値上げするため駆け込み需要に
よって受注が増えているが、それ以外の店頭での販売
はさほど多くないとみられる。観光地や首都圏、大都
市の小売店は順調であるが、地方の小売店は厳しいと
ころがある。今後、円安の影響による原材料や染色化
学薬品等の値上がりで、小売価格の更なる値上げを検
討する必要があるが、併せて消費は落ち込むことも懸
念される。

○
木材木製品製造
業（営業部長）

受注量や販売量
の動き

・下期の引渡物件が増加しているため、受注量は大幅
に改善した。

○
鉄鋼業（総務部
長）

受注価格や販売
価格の動き

・前年来の受注価格値上げ交渉も、比較的順調に進
み、その効果が出始めている。

○
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・人材不足は大いに感じるが、売上自体は戻りつつあ
る。

○

金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・インバウンドを含めた観光客の回復や来客数の増
加、受注量の堅調な推移から、年末年始も業績は堅調
に推移していくと考えられ、景気は引き続き回復基調
であると考える。

□

農林水産業（職
員）

受注価格や販売
価格の動き

・青果物の卸売価格は玉ねぎ、人参、ねぎ等、夏場の
高温による作況不良で品薄状態が続いている一部品目
を除き、例年並みからやや下回る単価で推移してい
る。今月は年間のなかでも野菜全体の平均単価が最も
安い月で、物価の上昇もあり消費者の財布のひもは固
い状態である。また、気温は一時的に低くなってきた
が、高い日も多く、鍋需要も低調であることが価格に
影響している。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・原料価格の高騰により価格を上げざるを得ない状況
となったが、受注量が大幅に減少している。

□

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・我が国は大規模な工事が実施・計画されており、需
要は堅調に推移している。海外は緩やかな景気回復を
背景に、アフリカを除く全ての地域で需要は増加傾向
にある。

企業
動向
関連

(四国)
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□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・再生可能エネルギーの仕事をしているが、バイオマ
ス関係の飼料案件が決まっており、少しずつ浸透して
きたと考える。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事、民間工事共に受注量が鈍ってきた。

□
通信業（総務担
当）

それ以外 ・ボランティア活動等の社外イベントの参加者数に特
に大きな変動がなく、イベントの開催機会自体も余り
増減がみられない。

□
税理士事務所 取引先の様子 ・物価高にも慣れてきており、大きな変動はみられな

い。
▲ ＊ ＊ ＊
× － － －
◎ － － －
○ － － －

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・派遣に登録するスタッフ数は大きく変動していな
い。

□

求人情報誌（営
業）

採用者数の動き ・県内サービス関連事業者を中心に求人数は増加して
いるが、人材の流動性が低く、採用者数は大きく変化
していない。そのため、人手不足が続いている事業者
が多く、景気は横ばいである。

□
民間職業紹介機
関（所長）

求人数の動き ・特に変化がみられない。

□
学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・大学生の新卒採用内定率が前年より若干良い状況で
推移している。

▲
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・コロナ禍以降、広告宣伝費の経費を抑える企業が増
加し、それが定着している印象を受ける。

▲

職業安定所（求
人開発）

求人数の動き ・新規求人数に占める派遣求人数の割合が令和５年４
月以降で最も高くなった。物価高騰や最低賃金改正な
どの影響で、企業は厳しい経営状態が続いている。今
後の見通しが不透明ななかで、人手不足を補うために
派遣で対応しようとしている企業の様子がうかがえ
る。

× － － －

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・８月と比べてギフトとして生花を選ぶ人が多くなっ
ている。気候が良くなり開店祝いや退職、異動、お供
え用など花の需要が増加している。

◎
住関連専門店
（従業員）

単価の動き ・今年は例年並みに冷え込んでおり、高単価の秋冬商
材が好調に動いている。

◎
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・現在はインバウンドや国内からの旅行者で来客数は
多いが、11月下旬からの予約が減少している。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・人の動きが良くなり行動範囲も広くなっているた
め、来客数が多くなり消費活動も活発になっている。
婦人服店では外出用の衣料品の需要が多くなると考え
ている。

○
商店街（代表
者）

来客数の動き ・今年は秋がなく、いきなり冬物の需要となってい
る。冬物商材の出足が好調であるため全般的に景気は
上向いている。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・イベントや旅行など移動の機会がふだんと比べて多
くなっている。新型コロナウイルス感染症の分類が５
類感染症へ移行したため、人の動きは活発になり消費
意欲も高まっており、新型コロナウイルス感染症発生
前のように回復している。

○
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・物価高により消費者の購買は慎重ではあるが、商店
街では通行量や来客数は増加している。買上点数や売
上は上向き、徐々に回復傾向にある。

○

一般小売店［青
果］（店長）

販売量の動き ・急激な冷え込みによって県産の地物野菜がかなり売
れている。単価が下がったことで客が購入しやすくな
り、また、冷え込みにより鍋物商材の動きが多くなっ
ている。果物ではりんごや柑橘類が売上の主役になる
が、若干値上がりしており、厳しい状況である。

○
百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・インバウンドや国内からの観光客が非常に多く、食
料品の土産を中心に、好調に推移している。

雇用
関連

(四国)

家計
動向
関連

(九州)
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○

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症が収束し、県内外の観光
客やクルーズ船の寄港などで周辺商店街を含め人流が
戻っている。物産催事開催などに加え、友の会で店頭
への客の来店が増加し、全店がにぎわっている。周辺
地域や地方からの来店も多くなっているため、物産催
事は各会場３週間にわたり盛況となり、試食・試飲も
商品購入につながっている。おせちの受注も店頭、通
販共に好調で高額商品から順に品切れが続いているた
め、月末のお歳暮ギフトセンター開設にも期待でき
る。また、商品値上げの影響で売上単価や客単価の伸
びは続いている。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数が落ち着き、ま
た、インバウンド需要も回復しているため、来客数が
伸長し続けている。インバウンドに対応する店舗も増
えているため、どの業態でも着実に来客数が増加して
いる。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・客の買上点数が増加している。来客数に動きはない
が、客単価は上昇しており売上が伸びている。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・売上が前年を上回っているため不調ではないが、客
単価が前年と変わらなくなっている。来客数が前年を
上回っているため、何かと対策を立てることはできる
状況である。

○
衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・旅行や会食用の高単価なコートやワンピースの需要
が増えている。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・メーカーの新車生産が順調に推移している。今月も
安定した台数が配給されたため、会社全体の売上と利
益が目標どおり確保できている。

○
その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・前年と比べて売上は減少しているが、来客数は増加
している。特に新規の来客数が徐々に増えている。

○
居酒屋（経営
者）

来客数の動き ・インバウンドを含め、観光で来店する客の割合が増
加している。

○

その他飲食の動
向を把握できる
者［酒卸売］
（経理）

販売量の動き ・原価高騰による支出の増加が続いており、販売価格
に転嫁させている。販売量は増加しているため、景況
は良くなっている。個人の所得への反映も行ってい
る。

○
観光型ホテル
（総務）

競争相手の様子 ・人手不足をどう克服するかが問題となっており、競
合他社も同様に人手不足が懸念されている。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宴会場での会議や懇親会に伴う利用が特に多くなっ
ており、併せて規模も大きくなっているため、来客数
が増加している。旅行シーズンということもあって他
県からの利用も上向いており、ホテル全体の来客数が
好調である。

○
通信会社（社
員）

それ以外 ・代理店手数料が以前より良くなっているため、景気
は良くなる。

○
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・ブロードバンド光回線の販売件数が、やや増加して
いる。

○
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・イベント等の集客が増えている。

○

観光名所（職
員）

来客数の動き ・土産品や海産物等を扱う直売店の来客状況を確認し
ているが、貸切バスでの団体がかなり戻っている。し
かし、まだ新型コロナウイルス感染症発生前の状況に
は程遠い状況である。

○
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・来場者は順調に推移しており、ゴルフクラブやウェ
アーの購入も順調に推移し、景気がやや良くなってい
る。

○
その他サービス
の動向を把握で
きる者（所長）

お客様の様子 ・取引先が大型案件を受注したため、工事や会場の引
き合いが増加している。

○
学習塾（従業
員）

来客数の動き ・入塾生が増え始めている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・当地では新しい商業施設が続々と開店している。零
細企業は既存のスーパーマーケットと新しい商業施設
に挟まれ、苦戦している。

□
一般小売店［精
肉］（店員）

それ以外 ・景気は上向きであるが、それ以上に社会保険料など
の負担が増えており、利益を押し下げている。
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□

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

お客様の様子 ・５年ほど前までは繁忙期であったが、ここ数年、来
客数が減少傾向にある。人通りが少なく、周囲の店も
静まり返っている。専門店には入りづらいということ
もあり、格安商品等が外から見えやすい工夫をしてい
る。

□
百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・11月は季節要因もあって単価の高い冬物が売れてお
り、景気はまずまずである。

□

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・総合的に判断すると、３か月前と現在で販売量は大
きく変わっていない。しかし、購買客の客層は変化し
ており、日本人客が若干減少し、インバウンドが大幅
に増加している。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・化粧品及び宝飾等の売上が徐々に良くなっている一
方、物価高の影響もあり、生鮮や食品催事等の売上は
前年を下回っている。婦人服の売上は前年並みだが、
紳士・子供服関連が苦戦している。

□

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・コロナ禍で自粛していた反動の人流増加を期待して
いるが、客の行動は大きく変わらない。気温が高いこ
とで秋冬商材の動きが鈍くなっていることもあるが、
来客数自体が昨年から大きく変わっていない。この自
粛の４年間で変わった客の行動はそう簡単には戻らな
い。

□

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・物価高を背景とする商品単価の上昇がそのまま売上
増加につながっている。一方で、来店頻度を減らして
買物をする傾向が続いており、景気が上向きになって
いるという印象はない。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・スーパーマーケットの閉店や出店、ドラッグストア
の大量出店など各社の動きが旺盛である。気温が急に
下がり、冬物商材の動きが活発になっている。また、
消費者は１品単価の上昇による客単価上昇を受け入れ
ており、消費拡大の傾向は続いている。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は減少傾向であり、物価高や商品値上げでど
うにか売上を維持している状態が続いている。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・物価高による商品単価の上昇と、来客数の推移が横
ばいであることから、客単価は多少増加している程度
である。景気が好転しているとは考えにくい。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・ガソリン価格が下がるとともに物価高の影響が落ち
着いていることもあり、特に変化はみられない。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・数か月前と比較して売上の伸び率が落ちてきてい
る。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・客の年齢が高くなっており、来客数が減少してい
る。加えて、コロナ禍で減少した客はそのまま戻ら
ず、厳しい状況である。

□
衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・様々な値上げが大きく消費の増加を阻んでいる。加
えて、天候の不順が衣類の購入にブレーキを掛ける原
因になっている。

□
家電量販店（店
員）

来客数の動き ・ここ２～３か月で来客数が２割以上減少しており、
客単価も下がっている。

□
乗用車販売店
（役員）

来客数の動き ・新型車発表の効果が薄れ、来客数も落ち着いてい
る。しかし、販売は高水準を維持している。

□

乗用車販売店
（役員）

来客数の動き ・来客数のうち、特に新規の客が減少傾向である。ま
た、新型車が発表となっても受注台数制限があるた
め、受注の形態が変化している。そのため、需要に応
えられない状況となり効果継続が難しい。

□

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

来客数の動き ・2023年に入り、購入客数の落ち込みが顕著であり、
客単価でどうにか補っている状況である。各テナント
に詳細をヒアリングできてはいないものの、買上点数
の増加ではなく、物価や資材の高騰に伴う商品単価の
上昇で客単価が上がっているだけとなっているため、
売上と来客数の前年比は変わらない。

□
観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・コロナ禍では全く予約がなかった団体客が回復し、
繁忙期であった例年の11月の水準に近づいている。３
～４年ぶりの社員旅行の予約が多くなっている。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・ゴルフなどのイベントがあり、県外からの客が増加

している。
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□

タクシー運転手 来客数の動き ・国内外の観光客は好調で各種のイベントは活気があ
るものの、年末を控え、物価高やガソリンの価格高騰
の影響から地元市民の節約傾向がみられる。通勤のた
めのタクシー利用が減少しており、深夜の繁華街の人
出もこの時期にしては少ない状態である。

□
通信会社（役
員）

お客様の様子 ・客単価の推移がこれまでと同様の動きをしており、
高額プランから低額プランへの流れが続いている。

□
美容室（経営
者）

販売量の動き ・２～３か月前から比較すると景気は悪くなってい
る。12月の年末商戦での買い控えが多くなっており、
美容業界発展の足かせとなっている。

□

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

単価の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響による減収は緩や
かになってきている。しかし、新型コロナウイルス感
染症の分類が５類感染症に分類され医療機関が新型コ
ロナウイルス療養病床確保から入院患者受入れに転じ
たことで、重度の顧客紹介が減少したため、単価の下
落による売上の減少が発生している。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・受注状況や客の動きは前月並みであり、ほぼ変わら
ない。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・11月は来客数や売上が増加すると予想していたが、
厳しい状況である。行楽で外出が多くなり、商店街で
の買物が減少していることが要因である。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・前月までは秋物の関係で順調に来客数と売上が増加
していた。今月に入り来客数が停滞しており、その原
因は温暖化による気候変動と考えられる。

▲

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・取引先である魚屋や飲食店から景気の良い話を聞か
ない。来客数は増えず注文がない状態が続いている。
仲卸としては、フグの注文が入っているが厳しい状態
で、全体的には売上は減少している。

▲

百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・前月から、売上が前年を下回る傾向となっている。
催事期間を前年より増やしても厳しいこともあり、物
品より旅行等のコト消費へ転じているのではないかと
考えられる。

▲
百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・気温の寒暖差が大きく、コートなどの重衣料の動き
が鈍い。また、行政が発行するプレミアム付商品券の
発行額減少により、消費に影響が出ている。

▲

スーパー（店
長）

販売量の動き ・１品単価が上昇し続けており、消費者の許容し得る
限界を超えてきている。それは１人当たりの購入点数
や来店頻度に現れており、それぞれが前年を下回り続
けている。可処分所得の減少を多くの人が感じてお
り、消費に回せない状況になっている。

▲
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・食品価格が幅広く値上げとなっているため、買上点
数が前年を下回る水準が続いている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当・店長）

来客数の動き ・11月中旬の客の動きを前年と比較すると、午前中、
夕方から夜にかけては余り変化はないが、昼間のピー
クの時間帯は減少している。

▲
家電量販店（店
長）

競争相手の様子 ・来客数や販売台数共に厳しい状況が続いているが、
競合店舗はそれに輪を掛けて厳しい状況に陥ってい
る。

▲
乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・自動車も値上げしており、買換え予定であった客が
購入を考え直すことが多くなっている。

▲
住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・商品の値上げがあり、今月は来客数や売上が伸び悩
んでいる。都市部の店舗におけるキャンペーンでも売
れていない状況である。

▲

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（企画担
当）

お客様の様子 ・単価が下落しており、景気は悪くなっている。

▲

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

それ以外 ・中小零細飲食業などのテナントの経営状況が悪化し
ている。

▲
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月上旬には客の動きが余りなく、下旬に団体の動
きが若干出ている程度で、今月は景気が悪い月であ
る。

▲
美容室（店長） お客様の様子 ・客の高齢化により外出機会が減少し、美容室を利用

する周期は長くなっている。
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▲

設計事務所（所
長）

単価の動き ・住宅建築では材料費や製品代の価格上昇がまだ続い
ており、生活必需品の価格上昇も続いている。一方、
仕事の対価は上昇しておらず、特に人件費が主たる費
用である個人設計事務所は価格転嫁が難しく厳しい。

▲
設計事務所（代
表）

単価の動き ・内見会の来場者数が減少している。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・近隣に競合店ができた等の要因はないが、来客数が
非常に減少している。原因が分からない。

×

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・様々な物が値上げされる中、客の値下げの要望にも
対応している。価格を安くすることにより利益が少な
くなっており、商売が持続できるよう、政府の対策を
望んでいる。

×
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・景気が良い客と悪い客は両極端で、売上が増加して
いるが景気が良いわけではない。為替や株など他方面
で収入がある場合が多い。

◎ － － －

○

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・10月の売上はそこそこ良い状況となり、11月は計画
を100％達成できる予定である。11月に入って気候も
秋らしくなり、鍋用の食材も出始めスーパーマーケッ
ト関連の売行きも好調となっている。居酒屋はまだ以
前の状態に戻るのは厳しいが、動きは好調である。ま
た、冷食メーカーについては末端価格の値上げが若干
響いており、少々低調であるものの、全体では好調な
動きである。

○

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・半導体の供給が良くなったことで取引先の動きが活
発になり、忙しくなっている。それに伴い、関連する
部品の発注で受注量が若干上向いており、期待してい
る。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先の受注状況をみると半導体製造装置が増
える傾向にあるため、景気は良くなっている。

○
電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・車載など半導体関連ビジネスが今後伸びると予想し
ている。スペースと人に投資できればビジネスは広が
るが、資材や人件費の高騰を考慮する必要がある。

○

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・家電販売は弱含みながら、百貨店やスーパーマー
ケットの売上のほか、自動車の売上が回復している。
また、飲食店や旅館・ホテルの売上も増加傾向とな
り、賃上げの動きも幅広い業種に広がってきている。

○
金融業（営業） 取引先の様子 ・徐々にではあるが、価格転嫁や賃上げが浸透しつつ

あることが実感できる。

○
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・企業が人材教育に投資を始めている。

□

繊維工業（営業
担当）

競争相手の様子 ・外国人研修生の入国が緩和され、次第に工場の生産
量は上がりつつある。しかし、物価高はそれ以上に
様々な影響を及ぼしており、工場閉鎖や縮小する企業
が相次いでいる。生産拠点を再び海外に移す動きさえ
ある。

□
その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

取引先の様子 ・現状の取引量や生産量は、特に変わりなく推移して
いる。

□
建設業（社員） 受注量や販売量

の動き
・手持ちの工事量は例年と変わらず、指名件数が非常
に少ない。特に県や市の一般競争入札は少ない状況で
あり、補正予算の早急な執行を期待している。

□
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・物価高の影響によって消費量が予想以上に少なく、
荷動きが鈍いままであるため、景気が良いとは判断で
きない。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス感染症に対する過度な警戒感は
薄らいでいるが、物価高を受けた消費者の慎重な購買
スタンスは強まっている。マンションは新築や中古共
に価格が上昇しているものの、根強い人気を保ってい
る。畜産では子牛の取引価格が低迷しており、飼料価
格の高騰もあり、肥育農家の経営環境は厳しさを増し
ている。

□
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・現在の受注価格が以前と比べ余り変化がないことか
ら、景気が変わらない。

企業
動向
関連

(九州)
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□

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・取引先の状況は、３か月前と比べ大きな変化はみら
れない。当社の業績は前年比で微増となっているが、
年間では微減となっている。全体として３か月前と比
べて大きく変わっているとは考えられない。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・大型食品スーパーマーケットの出店が増加してお
り、消費者は１円でも安い価格で大量購入している。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

それ以外 ・外部の反応も含め全体的に動きが少なく、余り動き
が見られない。

□

その他サービス
業［物品リー
ス］（職員）

取引先の様子 ・物価が上昇し、賃金上昇は追い付いていない状況下
にあり、おおむね景気の上振れは落ちつく。また、企
業の設備投資意欲も、新型コロナウイルス感染症の収
束によってある程度落ち着きを見せており変動はみら
れない。

□

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

競争相手の様子 ・市町村のアンケート調査や計画策定の発注が終了し
つつあり、新たな受注は見込めない状況にある。指名
が入り入札に参加しているが、予定入札価格の３割引
で落札する業者もあり、徐々に以前のダンピング競争
に向かう可能性もある。設計業務では、最低価格が公
表されている場合、複数の業者が最低価格で応札する
ため、くじ引きで決定されている。

▲

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

それ以外 ・11月の売上は前年と比較すると、１割ほど減少して
いる。特に注目する点はふるさと納税が落ち込んでい
ることで、巣籠り生活時の商品ではなく旅行関係へ流
れているのではないかと考えられる。ふるさと納税で
も競争があり、今後を危惧している。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・半導体製造装置関連の金属加工製品の受注が引き続
き悪い。その他の分野でも良い状況ではない。

▲

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・ビールの輸出は好調であるが、製品化する際の液体
や缶の生産が追い付かず、需要に対して供給が追い付
いていない。そのため、九州からの輸出ができず、他
地域からの輸出や九州まで運んで輸出する等で経費が
増加している。また、原材料の価格高騰は続いてお
り、更地にしても、マンションなどの工事に着手でき
ない状況で、木材メーカーの輸入も減少している。

▲

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・不動産業者や住宅販売業者について、当市圏内では
仕入れる土地がない上、価格の高騰や建築資材の高騰
により、住宅販売数に若干減少傾向がみられる。住宅
の持家の減少から、戸建て住宅を販売するのではな
く、マンションやリノベーション販売に力を入れ始め
ている。徐々に戸建て住宅の売行きが減速している。

▲

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・経常運転資金を使途とした貸出金が減少しており、
特に2023年11月は前年比72％の減少となり、四半期前
の比較でも66％と大きく減少している。主に中小企業
の販売需要が減少しており、景気が下向きになってい
る可能性が考えられる。

▲
広告代理店（役
員）

受注量や販売量
の動き

・具体的な理由ははっきりしないが、周りの景況は厳
しい。

×
農林水産業（従
業者）

受注量や販売量
の動き

・夏場の高温の影響で野菜の価格が高騰するとの報道
が流れたため、農作物出荷が始まったタイミングで価
格が例年よりも下落している。

◎ ＊ ＊ ＊

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・年末の忘年会や年明けの新年会の受注が順調となっ
ている。また、法人だけでなく、個人の宴席も増えて
いる。

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・企業からの求人依頼で自社募集を掛けているが、エ
ントリーがないためコストが増加しても、人を探して
ほしいという派遣依頼が増加している。

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・年末に近づき、年末特需のオーダーが増加してい
る。

○
新聞社［求人広
告］（社員）

それ以外 ・クリスマスや年末年始のシーズンになるため、売上
は良くなる。

○

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・秋の行楽シーズンやクリスマス、忘年会や新年会な
どイベントも多くなり、新型コロナウイルス感染症対
策としての制限も緩和されたため、人出や消費活動が
活発化している。取引先が出張で来訪した際も宿泊ホ
テルが確保しにくい状況で、インバウンドを含め人流
が明らかに多くなっている。

雇用
関連

(九州)
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○

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・11月に入って採用活動を継続している企業は多く、
有効求人数の件数も前年と比較してかなり増えてい
る。大学への企業来訪件数も増加しているが、なかな
か2024年卒の目標人員に到達できず、採用活動に苦戦
している企業が多い。学生にとっては有利な状況であ
る一方で、採用活動の長期化は進み、企業や団体に
とっては人材確保が大きな課題になっている。人手不
足の状況は今後も予想され、求人の動きは緩やかでは
あるが、拡大傾向にあると予測している。

□

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・学生数は変わらないが、求人数が増えているためか
なりの売手市場になっている。仕事柄、大学訪問をす
るが、求人を持参する企業が増えており、職員とのア
ポイントを取りにくくなっている。

□
学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・企業からの求人数と採用時期や人数において、大き
な変化はみられない。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数が約２割ほど減少している。毎年受注してい
る時期的な仕事はあるが、欠員や増員などの問合せを
してくる企業が少なくなっている。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・例年、第３四半期は12月を除いて求人数は活発に動
くが、今期は予想外に低迷をしている。各社共に消極
的である。

▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・忘年会シーズンになり、コロナ禍が落ち着いたこと
で久しぶりに実施する企業も増えている。ホテルなど
の開催が多いが、参加会費が新型コロナウイルス感染
症発生前の２～３割増しになっており、ホテルの人件
費や食材などの高騰を価格に転嫁していると考えら
れ、今後はこうした会合の参加も厳しくなると予想さ
れる。

▲
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・慢性的な人手不足や物価高、人件費の上昇の影響
で、飲食店や小売店などの小規模事業所で廃業や事業
縮小が増加している。

× － － －

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店
［酒］（店長）

販売量の動き ・観光客の入客が増えている。飲食店の客足も戻って
きている。

◎
コンビニ（経営
企画担当）

来客数の動き ・３か月前から来客数の流れを前年と比較したとき
に、今年は来客数が伸び続けている。

◎

その他専門店
［陶器］（製
造）

販売量の動き ・11月は大きめの陶器祭りが重なること、年末年始も
繁忙期のためそれに向けての注文が入るなど忙しい時
期である。祭りに合わせて来訪する県外の陶器好きも
多いとのことである。

○
百貨店（経営担
当）

販売量の動き ・３か月前は台風により、臨時休業日３日間があった
ため買上点数が増加している。

○
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・今月は来客数が伸びていることで売上を伸ばしてい
る。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が増えてきており、客単価が上がって売上が
伸びている。

○
旅行代理店（マ
ネージャー）

販売量の動き ・販売量、売上共に大分戻ってきた様子ではある。前
年比では120％を超えている。

○
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・来客数が前年を上回っており店舗は活気付いてい
る。販売はいまだ横ばいだが、人気の新商品の在庫供
給も潤沢になってきているので12月には期待できる。

□
乗用車販売店
（経理担当）

お客様の様子 ・イベントでの集客も好調であり、購買意欲もある。

□
一般レストラン
（代表者）

来客数の動き ・来客が増えている雰囲気はないが、そこまで減って
もいない。

□

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・例年、10～11月はかなり売上の落ちる月だが、今年
は早い時間はかなりの客がいる。しかし後半は全く通
りに人影が見当たらなくなる。週末も遅い時間は人の
流れが少ない。アルコールチェックの影響だろうか。

□
住宅販売会社
（代表取締役）

来客数の動き ・個人住宅や投資建築に関する相談件数が減少傾向に
ある。

家計
動向
関連

(沖縄)
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□
住宅販売会社
（役員）

来客数の動き ・住宅価格の上昇を住宅ローンの低金利で補っている
状況だが全般的に顧客の動きに盛り上がりがない印象
がある。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・現在のところ、特筆すべき報告はない。

▲
コンビニ（副店
長）

単価の動き ・来客数は伸長しているが、客単価は下落傾向であ
る。価格の相次ぐ値上げ、原油価格の高騰が販売量の
減少につながっていると考えられる。

▲
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・県民や国内旅行客の来客数が減ってきている。背景
には物価高などが挙げられる。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染症発生前と比べ新車、中古
車販売は、かなり厳しい状況が続いている。

▲
観光型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・ホテルの８月の販売室数が前年比８％減少なのに対
し、11月は同比16％減少で、マイナス幅が大きくなっ
ている。

×
家電量販店（営
業担当）

来客数の動き ・10～11月は、全般的に来客数が減少する傾向にあ
る。特にテレビは前年のサッカーワールドカップ観戦
需要の反動減がある。

◎ － － －

○
窯業土石業（取
締役）

受注量や販売量
の動き

・原材料価格は高止まりしているが、価格転嫁は一定
程度進んでおり、収益は回復傾向にある。

□
食料品製造業
（役員）

それ以外 ・11月は連休も多く、観光客が増加し、売上関連は引
き続き好調である。一方で県産原料の供給不安があ
り、年末の需要期の供給が心配である。

□
会計事務所（所
長）

それ以外 ・年末年始にかけて消費性向の高まりが期待される
が、物価高などで景況が不安定である。

▲
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注金額が低すぎて、利幅が少ない。

× － － －

◎

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・ここ数年当校を通さず採用活動をしてきた企業よ
り、求人を出したいという問合せが増えている。来年
３月卒予定者向け求人もあるが、今年新卒の採用活動
を行った結果、思うようには集めることができなかっ
たことで2025年卒向けの採用では学校にも求人を出し
ていきたいと方向転換をしている。

○ － － －

□
人材派遣会社
（総務担当）

求職者数の動き ・求人募集に対して、求職者数の反応が鈍く人手不足
感が続いている。

□

求人情報誌製作
会社（営業）

求人数の動き ・前月同様の求人数となり、夏季シーズンより１割ほ
ど増えた状態を維持している。増加傾向にある業界と
しては建設業界、施設管理や清掃業務などの作業関
連、運輸や物流業界が挙げられる。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・ここ最近の求人数は前年同月比で横ばいの傾向であ
る。

□
学校［大学］
（就職支援担
当）

それ以外 ・物価高騰による消費意欲の低下などがある。

▲ － － －
× － － －

雇用
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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